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　　　新成人のみなさん693人が出席 
 

明るい希望と期待に胸をふくらませ 
　　　新成人のみなさん693人が出席 
 京丹後市成人式 14ページ 



平成21年4月 平成21年4月 

予
　
　
　
算 

3 2

地方交付税 
123億円（41.1％） 

市債 
42億5,250万円（14.2％） 

国庫支出金 
21億7,433万円（7.3％） 

府支出金 
20億7,561万円（6.9％） 

その他 
12億3,200万円（4.1％） 

市税 
54億6,168万円（18.2％） 

繰入金 
8億4,824万円（2.8％） 

使用料・手数料 
5億8,800万円（2.0％） 

その他 
10億2,765万円（3.4％） 

依
存
財
源
比
率 

（73.6％） 

自
主
財
源
比
率 

（26.4％） 

依存財源 
　地方交付税や国・府補助金、市債（借入金）
などの財源。 
　平成21年度予算では、220億 3,444万円と全
体の73.6％を占めています。一定水準の行政サ
ービスを保つために国から交付される地方交付
税は123億円で、歳入全体の41.1％を占めてい
ます。 
　市の借金である市債は、42億 5,250万円を借
り入れ予定としていますが、平成21年度末の残
高見込みは、平成 20 年度末と比較して 7 億
7,885万円の減少となります。 

自主財源 
　市税、使用料、分担金など市が自ら徴収する
ことができる財源。地方自治体の行政活動の自
主性と安定性を確保できるかどうかの尺度とな
るため、できる限りその確保に努める必要があ
ります。 
　平成 21年度予算では79億 2,556万円で歳入
全体に占める割合は26.4％。景気後退の影響に
よる法人市民税の減収（前年度比2億 7,846 万
円の減）などにより、前年度と比較して 6 億
8,167万円の減となっています。 

◆地方交付税 
　各地方公共団体間の
財政力の不均衡を調
整するために国から
交付される交付金 

◆市債 
　建設事業などを行う
ための借入金（借金） 

◆国庫・府支出金 
　国・府からの負担金
や補助金、委託金 

◆市税 
　市民税・固定資産税
など 

◆使用料・手数料 
　公共施設の使用料や
住民票の発行手数料
など 

一般会計 
歳入予算 

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
に
は
す
ぐ
に

弁
護
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
熱
心
に
講
演
さ
れ
る
片
山
さ
ん 

　
平
成
二
十
一
年
度
京
丹
後
市
一
般
会
計
予
算
は
、
昨

年
来
の
急
速
な
景
気
後
退
と
雇
用
環
境
の
変
化
の
中
、

懸
命
に
踏
ん
張
っ
て
お
ら
れ
る
地
域
産
業
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
仕
事
や
生
活
を
全
力
で
お
支
え
す
る
こ
と
を

最
優
先
に
、
二
百
九
十
九
億
六
千
万
円
を
計
上
。 

　
①
産
業
・
雇
用
緊
急
総
力
支
援 

　
②
子
育
て
応
援 

　
③
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り 

　
④
ま
ち
の
未
来
開
拓
へ
の
取
り
組
み 

の
四
項
目
に
重
点
を
置
い
た
編
成
と
し
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
大

宮
町
周
枳
）
の
設
立
十
周
年
を
記

念
し
て
三
月
十
六
日
、「
弁
護
士
は

身
近
に
な
り
ま
し
た
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
「
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ

ー
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主

催
・
京
都
弁
護
士
会
）
が
峰
山
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
開
催
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
行
政
機
関
の
職
員
な
ど

約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
十
一
年
に
設
立
さ
れ
る
と
と

も
に
、
丹
後
地
域
の
弁
護
士
不
在

を
解
消
す
る
た
め
平
成
十
四
年
に

は
宮
津
、
平
成
十
八
年
に
京
丹
後

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
を
開

設
し
て
、
十
年
間
で
計
約
四
千
二

百
件
を
超
え
る
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
念
講
演

で
は
、
前
鳥
取
県
知
事
で
現
在
慶

應
義
塾
大
学
教
授
の
片
山
善
博
さ

ん
が
、「
地
域
に
お
け
る
法
曹
の
役

割
＿
弁
護
士
へ
の
期
待
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。 

　
片
山
さ
ん
は
「
近
年
は
、
経
済

情
勢
の
悪
化
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
も
し
法
的
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
は

す
ぐ
に
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
し
、
適
切
に
対

応
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
強
調
。
ま
た
、「
法
的
ト
ラ
ブ
ル

を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
す
る
に
は
行

政
と
弁
護
士
会
な
ど
の
連
携
を
強

め
、
司
法
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
も
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

………………………………………………………………………………………………………… 

299億6,000万円 

子育て応援 
まちの 
未来開拓 

産業・雇用 
緊急総力支援策 

安全・安心 
まちづくり 

市民生活最優先 市民生活最優先 

平成21年度予算 

4つの柱 一
般
会
計
当
初
予
算 

弁
護
士
は
身
近
に
な
り
ま
し
た
か 

片
山
善
博
さ
ん
が
記
念
講
演 

前
鳥
取
県
知
事 

丹後法律相談センター『10周年記念シンポジウム』 

平成21年度京丹後市 当初予算 平成21年度京丹後市 当初予算 平成21年度京丹後市 当初予算 

299億6,000万円 （対前年度比 5.8％増） 一般会計予算 
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　必ず支出しなければな
らない経費で、人件費・
扶助費・公債費など、義
務的経費の歳出全体に占
める割合が低いほど、財
政構造の弾力性が確保さ
れることとなります。 
　平成 21 年度の人件費
は、職員給与のカットな
どにより60億1,319万円。
前年度と比較して 3 億
1,049万円の減としてい
ます。 

　地方自治体が任意に支出することができる経費で、義務的経費と
異なり、市の意思によって削減できる要素を持ちます。 
　平成21年度予算では110億 6,079万円で、支出全体の36.9％を
占めています。 

　道路や橋、公園などの社会資本の整備に要するもので、投資効果
が長期にわたって持続する経費です。 
　平成21年度予算では41億8,515万円で、支出全体に占める割合
は13.9％です。平成20年度3月補正予算で計上しました６億円規
模の公共事業を平成21年度に全額繰り越しているため、これらを
含めると総額約48億円。京丹後市発足以来、最大規模の投資的経
費となります。 

任意的経費 

投資的経費 

義務的経費 

0円 2万円 4万円 6万円 8万円 10万円 12万円 14万円 

民生費 
76億4,558万円（25.5％） 

公債費 
57億800万円（19.1％） 

総務費 
45億267万円（15.0％） 

衛生費 
35億5,405万円（11.9％） 

教育費 
21億8,977万円（7.3％） 

農林水産業費 
20億970万円（6.7％） 

土木費 
18億6,899万円（6.2％） 

消防費 
11億5,082万円（3.8％） 

商工費 
9億4,197万円（3.2％） 

その他（議会費など） 
3億8,844万円（1.3％） 

299億6,000万円 一般会計 
歳出予算 

12万2,498円 

9万1,454円 

7万2,142円 

5万6,943円 

3万5,085円 

2万9,945円 

3万2,200円 

1万8,438円 

1万5,092円 

6,224円 その他 

商工費 

消防費 

農林水産業費 

土木費 

教育費 

衛生費 

総務費 

公債費 

民生費 

合計48万21円 

約48万円 約48万円 
※平成※平成21年３月１日現在の人口年３月１日現在の人口 
　62,414人で算出しています。人で算出しています。 
※平成21年３月１日現在の人口 
　62,414人で算出しています。 

市民１人あたり 

内　訳 

◆商工費 
　商工業・観光の振興・活性化など
の経費 

◆消防費 
　防火、消火、救急、災害対策など
の経費 

◆土木費 
　道路や河川、市営住宅などの経費 
◆農林水産業費 
　農林水産業の振興、ほ場整備など
の経費 

◆教育費 
　小・中学校、公民館事業などの経費 
◆衛生費 
　医療対策や環境保全などの経費 
◆総務費 
　徴税・戸籍関係事務、地域振興な
どの経費 

◆公債費 
　地方公共団体が借り入れた地方
債（借金）の元利償還金など 
◆民生費 
　社会福祉、児童福祉、生活保護費
など 

義
務
的
経
費 

（49.2％） 

任
意
的
経
費 

（36.9％） 

投
資
的 

経
　
費 

（13.9％） 

人件費 
60億1,319万円（20.1％） 

公債費 
57億799万円（19.1％） 

扶助費 
29億9,288万円（10.0％） 

物件費 
48億4,192万円（16.2％） 

補助費など 
33億3,072万円（11.1％） 

繰出金 
21億2,258万円（7.1％） 

その他 
7億6,557万円（2.5％） 

補助事業 
28億8,979万円（9.6％） 

単独事業 
12億9,536万円（4.3％） 

◆繰出金 
　特別会計へ支出す
るもの 

◆補助費など 
　各種団体への補助金
や各地区への交付金
など 
◆物件費 
　賃金、旅費、委託料、
光熱水費など 

◆扶助費 
　生活保護費や医療
給付費など 

◆公債費 
　地方公共団体が借
り入れた地方債（借
金）の元利償還金
など 

◆人件費 
　市長など、市議会
議員、各種委員、職
員の給与など 

人件費の推移 

55 60 65 70 75

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

Ｈ20

Ｈ21

（億円） 

75億7,862万円 

72億2,367万円 

67億1,676万円 

65億5,116万円 

63億2,368万円 

60億1,319万円 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

250 300 350 400（億円） 

356億円 

289億8,000万円 

284億5,000万円 

288億3,000万円 

283億3,000万円 

299億6,000円 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

400 420 440 480460 （億円） 

419億5,762万円 

427億3,646万円 

424億4,155万円 

440億7,081万円 

455億3,032万円 

467億6,584万円 

平成21年度当初予算総額 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

44億 8,280万円 

32億1,598万円 

5億7,859万円 (20年度補正分） 
計47億 
　6,734万円 
計47億 
　6,734万円 

38億6,078万円 

32億9,083万円 

41億8,515万円 

33億106万円 

（億円） 20 30 40 50

平成16年度と比較して 平成16年度と比較して 

約48 億円の減少 約48 億円の減少 約48 億円の減少 

※平成16年度は、旧町等分を除いた数値です。 

 
国民健康保険事業 
国民健康保険直営診療所事業 
老人保健事業 
後期高齢者医療事業 
介護保険事業 
介護サービス事業 
簡易水道事業 
集落排水事業 
公共下水道事業 
浄化槽整備事業 
工業用地造成事業 
宅地造成事業 
峰山財産区 
五箇財産区 
特別会計合計 

299億6,000万円 
68億4,000万円 
4億2,600万円 
3,100万円 

6億　400万円 
46億7,000万円 
6億7,500万円 
12億1,900万円 
6億4,100万円 
32億1,500万円 
1億　500万円 
1億　300万円 
5,600万円 
670万円 
220万円 

185億9,390万円 
20億2,258万円 
70億4,101万円 
90億6,359万円 
576億1,749万円 

21億4,800万円 
62億4,124万円 
83億8,924万円 
576億6,154万円 

△1億2,542万円 
7億9,977万円 
6億7,435万円 
△4,405万円 

283億3,000万円 
68億1,300万円 
4億3,900万円 
7億7,100万円 
6億3,240万円 
45億6,500万円 
6億5,700万円 
12億3,600万円 
7億　300万円 
38億9,000万円 
1億2,300万円 
10億3,500万円 

6,900万円 
660万円 
230万円 

209億4,230万円 

16億3,000万円 
2,700万円 

△1,300万円 
△7億4,000万円 
△2,840万円 
1億　500万円 
1,800万円 

△1,700万円 
△6,200万円 

△6億7,500万円 
△1,800万円 

△9億3,200万円 
△1,300万円 

10万円 
△10万円 

△23億4,840万円 
水道事業 
病院事業 
企業会計合計 
京丹後市総合計 

一　般　会　計 
会　計　名　称 平成21年度 平成20年度 平成20年度との比較 

特
　
別
　
会
　
計 

企業 
会計 

　ブロードバンドネットワーク整備事業や道路改良事業
など、41億 8,515万円の投資的経費を確保。平成20年
度３月補正予算で計上した、「地域活性化・生活対策臨時
交付金（国の二次補正関連）を活用する約６億円規模の
公共事業」のほぼ全額を平成21年度に繰り越して実施す
るため、合計額は約48億円。京丹後市発足以来、最大規
模となる投資的経費の執行が可能となります。 

　平成21年度当初予算は、平成20年度当初予算が市長
選挙のため骨格型予算であったため、実質的な肉付け後
予算である平成20年６月補正予算後（309億1,253万円）
と比較すると、3.1％の減額となります。（通常の６月補
正で計上される予算も含まれているため、単純な比較は
でません） 

（5.8％） 
（0.4％） 
（△3.0％） 
（△96.0％） 
（△4.5％） 
（2.3％） 
（2.7％） 
（△1.4％） 
（△8.8％） 
（△17.4％） 
（△14.6％） 
（△90.0％） 
（△18.8％） 
（1.5％） 
（△4.3％） 
（△11.2％） 
（△5.8％） 
（12.8％） 
（8.0％） 
（△0.1％） 

合併以来、 
５年連続減少 
合併以来、 
５年連続減少 

最大の投資的経費 

平成21年度末 
一般会計 市債残高見込み 

約48 億円 約48 億円 約48 億円 

一般会計予算規模の推移 

産業・雇用緊急・総力支援 京丹後市発足以来 
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拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

　多くの地域資源の多角的な活用を推進するため、個々

の企業の技術的強みや地域の潜在資源の価値を可視

化させるための販路開拓やグループ化、異分野進出

などを実施する事業者のかたを支援します。（補助

率２分の１、上限200万円 )

800万円 
製造・加工業経営革新等 
　　　　　推進事業補助金 
製造・加工業経営革新等 
　　　　　推進事業補助金 
製造・加工業経営革新等 
　　　　　推進事業補助金 

　京丹後市が農業公社に代わり、新規就農者の育成

および農家の経営規模拡大に向け、遊休農地などの

利活用をすすめるため斡せんなどの調整を実施し、

遊休農地の解消をめざします。 

新規就農等拡大のための 
　　　遊休農地の利活用 
新規就農等拡大のための 
　　　遊休農地の利活用 
新規就農等拡大のための 
　　　遊休農地の利活用 221万円 

　雇用拡大と福祉職場の人材確保のために、丹後地

域職業訓練協会が行うホームヘルパー2級課程講座

の開催経費を支援します。 

ホームヘルパー２級課程講座 
　　　　　　　　開催補助金 
ホームヘルパー２級課程講座 
　　　　　　　　開催補助金 
ホームヘルパー２級課程講座 
　　　　　　　　開催補助金 200万円 

　市内商工業者のかたなどが、事業運営に必要な運

転資金や設備資金を借り入れる際に負担する信用保

証料協会への保証料の一部を補助し、資金調達の円

滑化と市内商工業の振興を支援します。 

5,000万円 信用保証料補助金 信用保証料補助金 信用保証料補助金 

　京都府北部地域のものづくり産業の振興を図るた

め、｢丹後・知恵のものづくりパーク｣ ( 日本電産旧

峰山工場 )の研修事業、施設等管理運営費に対する

京丹後市の負担金。 

2,219万円 
「丹後・知恵のものづくりパーク」 
　　　　　　　　　　　との連携 
「丹後・知恵のものづくりパーク」 
　　　　　　　　　　　との連携 
「丹後・知恵のものづくりパーク」 
　　　　　　　　　　　との連携 

　継続的な雇用機会の創出が見込まれる新事業展開

および一時的な雇用機会を提供する臨時的雇用の両

側面から、委託および直接雇用事業を実施し、多く

の雇用機会の提供をめざします。 

5,000万円 
雇用機会の創出 
地域雇用環境整備特別対策 
雇用機会の創出 
地域雇用環境整備特別対策 
雇用機会の創出 
地域雇用環境整備特別対策 

　市内の商工業者のかたなどが、事業運営に必要な

借り入れ資金の利子補給をすることで、資金調達を

円滑にし、市内商工業などの振興を支援していると

ころですが、今回は、「京都府あんしん借換融資制度」

を活用し、その償還利子を平成21年度に限り全額

補給することで、借入資金の元利償還を一年間据え

置かせるのと同等の効果を得ていただき、さらなる

経営安定を図ります。 

借入資金返済１年すえおき支援策 
あんしん借換資金等利子補給 
借入資金返済１年すえおき支援策 
あんしん借換資金等利子補給 
借入資金返済１年すえおき支援策 
あんしん借換資金等利子補給 8,059万円 

　景気の変動などにより事業活動の縮小を余儀なく

された中小企業事業者のかたが、雇用者の就業維持

のため国の「中小企業雇用安定助成制度」を活用し、

雇用者を一時休業などとした場合の休業手当などの

一部 (５分の１ )を助成し、雇用者の就業維持をめ

ざします。 

あんしん雇用環境づくり 
中小企業緊急雇用安定助成金 
あんしん雇用環境づくり 
中小企業緊急雇用安定助成金 
あんしん雇用環境づくり 
中小企業緊急雇用安定助成金 6,944万円 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

イベント補助金を１年間休止 

積極的な歳入の確保 

約3,400万円を削減し 

約3,500万円 約3,500万円 約3,500万円 

　「産業・雇用緊急・総力支援策」の推進のため、市職員組合との
相談・合意により、職員などの給与カットを実施。全会計で、約
２億1,600万円の歳出削減を図ります。 

　観光業への影響などを考慮し、関係者のみなさんのご理解をいただき、宿泊を伴うイベントおよび時期
的に休止困難なイベントを除き、補助金の交付を１年間休止します。休止によって削減される約3,400万
円により、関係者のみなさんの総力を合わせて産業・雇用緊急経営支援策を実施します。 

　未利用の市有財産の売却、不燃ごみ袋の有料化を実施するほか、国や府の制度を積極的に活用。歳入の
確保を図ります。 

産業・雇用　緊急・総力支援策を実施するため 

※市議会議員の報酬についても、５％のカットを実施することが、 
　議員提出議案として３月定例会に提案され、可決されました。 

雇用対策を最優先課題と位置づけ、24の 

ものづくりフェア開催事業補助金 
大宮映画祭開催費補助金 

おおみや生き活きフェスタ 
　産業文化祭開催費補助金 

網野町産業祭 
　「ふる里ジャンジャン祭」補助金 

フェスタ「飛天」実行委員会補助金 
水無月祭花火大会補助金 
碇高原まつり補助金 
風蘭の里まつり補助金 
かぶと山公園まつり補助金 
ふるさと登山交流大会開催補助金 
観光協会経由補助金 
　・やさか納涼祭 
　・間人みなと祭り 
　・宇川アユまつり 

330万円 
146万円 

158万円 
 

109万円 

729万円 
7万円 
88万円 
13万円 
122万円 
8万円 

 

420万円 

京丹後文化のまちづくり推進事業補助金 

京都ファイアーバーズ支援・連携 
　たんご応援団実行委員会補助金 

はだしのコンサート補助金 

元気な農村地域づくり 
　イベント事業補助金 
　・大宮パンプキンフェスタ 
　・丹後てんきてんき産業まつり 
　・弥栄 秋の祭典 
　・久美浜まるかじりまつり 

水産イベント事業補助金 
　・久美浜カキ・魚まつり 
地域活性化事業費補助金 
　・峰山産業祭 
　・大宮きもの祭 
京丹後ちりめん祭補助金 

150万円 

78万円 

73万円 
 
 

427万円 
 
 
 

35万円 
 

293万円 
 

250万円 

21年度の補助金を休止する24イベント 

21年度も継続して補助金を交付するイベント 

丹後ウルトラマラソン補助金 

ドラゴンカヌー大会補助金 
（選手権大会） 

500万円 

184万円 

ウエスタンリーグ開催 
実行委員会補助金 270万円 

人件費をカット 約２億1,600万円を削減 約２億1,600万円を削減 約２億1,600万円を削減 

「産業・雇用緊急経営支援策」を実施 「産業・雇用緊急経営支援策」を実施 「産業・雇用緊急経営支援策」を実施 

15％ 
10％ 
2.65％ 

10～ 20％ 

市　長 
副市長・教育長 
職員給料 
管理職手当 

給与カットの割合 

を財源に充当 を財源に充当 を財源に充当 〉 〉 〉 

平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その１ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その１ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その１ 
雇用・産業・生活を全力でお支えする 雇用・産業・生活を全力でお支えする 雇用・産業・生活を全力でお支えする 

歳出削減および歳入確保の取り組み 



平成21年4月 平成21年4月 

予
　
　
　
算 

予
　
　
　
算 

9 8

耐
震
診
断
実
施
予
定
の 

鳥
取
小
学
校 

老
朽
化
し
た
た
め
池 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

　乳幼児、小・中学生の健康保持と子育てにかかる

経済的負担を軽減するため、医療費の一部を助成し

ます。(自己負担額：医療機関ごとに月200円 )

1億4,196万円 子ども医療給付（中学生まで） 子ども医療給付（中学生まで） 子ども医療給付（中学生まで） 

　育児の援助を受けたいかた (おねがい会員 )と育

児の援助をしたいかた ( まかせて会員 ) を登録し、

会員同士の育児に関する援助活動の調整などを行う、

サポートセンターを運営します。 

ファミリーサポートセンター ファミリーサポートセンター ファミリーサポートセンター 151万円 

　保育所などの年中児を対象に、専門家のスクリー

ニングにより集団の苦手な子ども (発達障害児など )

を早期に発見するとともに、安心して就学ができる

よう支援します。(平成21年度は7か所で実施 )

発達障害児等早期発見 
　　　　･早期療育支援 
発達障害児等早期発見 
　　　　･早期療育支援 
発達障害児等早期発見 
　　　　･早期療育支援 67万円 

「宇川統合保育所」を整備 「宇川統合保育所」を整備 「宇川統合保育所」を整備 

　「保育所再編等推進計画」に基づき、上宇川保育

所と下宇川保育所を統合し、新たに乳児保育も実施

するために、現在の上宇川保育所を大規模改造しま

す。(平成22年4月開所予定） 

1億966万円 

　学校の放課後や長期休業期間中の家庭保育に欠け

るお子さんの健全な育成を図るため、放課後児童ク

ラブを運営します。(対象：小学校1～ 3年生、平

成21年4月から1か所増設し10か所で実施すると

ともに、開設時間を午後6時30分まで延長） 

「放課後児童クラブ」を実施 「放課後児童クラブ」を実施 「放課後児童クラブ」を実施 6,810万円 

拡充 拡充 拡充 

　妊産婦健康診査を受診する費用の一部を助成しま

す。助成回数は、これまでの5回を14回に増やし

ます。 

妊産婦健康診査 
　助成回数を14回に拡大 
妊産婦健康診査 
　助成回数を14回に拡大 
妊産婦健康診査 
　助成回数を14回に拡大 3,908万円 

　地域の子育ての拠点として支援センターを開設し、

在宅で子育てをされているかたの育児相談･情報提

供などの支援を行います。(センター型：大宮、ひ

ろば型：峰山、網野、丹後、弥栄、久美浜 )

「子育て支援センター」の運営 「子育て支援センター」の運営 「子育て支援センター」の運営 1,188万円 

　次代を担う子どもたちの健やかな成長と育成に適

したまちづくりの基本となる「次世代育成支援行動

計画 (後期計画 )」を前期計画の進捗状況および平成

20年度に実施したニーズ調査を基に策定します。(計

画期間：平成22年度～26年度 )

次世代育成支援行動計画策定 次世代育成支援行動計画策定 次世代育成支援行動計画策定 250万円 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

　ため池の機能回復と永続性を確保し、農業生産性

の向上と農業経営の安定を図るとともに地域防災に

資するため、老朽化した危険ため池の整備を行いま

す。(期間：平成19～22年度 )

ため池等農地災害危機管理対策 ため池等農地災害危機管理対策 ため池等農地災害危機管理対策 2,668万円 

　災害時などにおける行政と市民のみなさんおよび

防災関係機関における相互の災害情報伝達手段とし

て、防災行政無線の有効活用を図ります。 

防災行政無線の運用 防災行政無線の運用 防災行政無線の運用 2,444万円 

　外出困難な障害のあるかたを支援するため、従来
のタクシー利用券のほか、個人車両のガソリン費用
の一部を新たに助成します。 

福祉タクシー等利用料助成金 
（ガソリン券導入） 

福祉タクシー等利用料助成金 
（ガソリン券導入） 

福祉タクシー等利用料助成金 
（ガソリン券導入） 722万円 

　さまざまな媒体を通じて市民との情報共有を進め

る中、今春開局予定の地域に密着・特化した番組を

放送できる“FMたんご”を運営するNPO法人「京

丹後コミュニティ放送」に、市の情報を発信するた

め放送を委託します。(毎日3回・週5日 )

「ＦＭたんご」の活用 「ＦＭたんご」の活用 「ＦＭたんご」の活用 505万円 

　火葬場 (竹野川斎場、網野火葬場、久美浜火葬場 )

の老朽化が著しいため、斎場整備に関する基本的な

方針を示し、新しい斎場建設に関する基本計画を策

定します。 

斎場建設計画の推進 斎場建設計画の推進 斎場建設計画の推進 336万円 

　旧耐震基準で設計、建築された小学校のうち吉原
小学校、鳥取小学校、間人小学校の3校の耐震診断
を実施します。 
　また、耐震２次診断の結果に基づき、峰山中学校
体育館の耐震補強工事を実施します。 

小学校施設の耐震診断 
および中学校施設の耐震補強 
小学校施設の耐震診断 
および中学校施設の耐震補強 
小学校施設の耐震診断 
および中学校施設の耐震補強 6,842万円 

　網野町浅茂川地区の内水処理対策事業として、国

の浸水対策下水道事業を活用し、抜本的な対策事業

の実施のための実施設計業務を行います。 

網野地域内水処理対策 網野地域内水処理対策 網野地域内水処理対策 6,000万円 

・有害鳥獣捕獲を猟友会へ委託 

・地区などが購入する捕獲施設 (檻・柵 )の購入
費について、一部を助成 (２分の１補助 ) 

・地区などが購入する金網柵・電気柵の購入費の
一部を助成 (地区などの負担は3割 )　など 

　拡大傾向にある野生鳥獣による農作物被害防止対

策を強化します。 

有害鳥獣対策の強化 有害鳥獣対策の強化 有害鳥獣対策の強化 5,575万円 

　火災発生時に備え、消防水利の充足率の低い地域

に防火水槽を設置します。(4基 )

防火水槽新設 防火水槽新設 防火水槽新設 3,600万円 

　平成10年度に購入した網野分署配置の車両およ

び資機材一式を更新し、救急・救助事故などに迅速、

的確に対処するとともに、近年の救急業務高度化に

も対応可能な高規格救急自動車および積載資機材な

どを整備します。 

高規格救急車更新 高規格救急車更新 高規格救急車更新 3,217万円 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

　保護者のかたの子育てに対する不安の軽減を図る

ため、子育てや軽度な病気時の対応などを掲載した

「子育て応援ハンドブック」などを発行・配付します。

(平成21年6月配付予定 )

66万円 

子育て応援ハンドブック 

・こどもの症状とケアのポイント 
病院に行く前に 

子育て応援ハンドブック 

・こどもの症状とケアのポイント 
病院に行く前に 

子育て応援ハンドブック 

・こどもの症状とケアのポイント 
病院に行く前に 

平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その３ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その３ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その３ 

安全で安心して暮らすことができる社会の実現 安全で安心して暮らすことができる社会の実現 安全で安心して暮らすことができる社会の実現 
平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その２ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その２ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その２ 

子どもを産み育てることの喜びを感じる社会の実現 子どもを産み育てることの喜びを感じる社会の実現 子どもを産み育てることの喜びを感じる社会の実現 
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さ
と
全
国
推
進
大
会
」

を
京
丹
後
市
で
開
催
。 

国
営
開
発
農
地
で 

　
　
　
　
本
格
的
に
茶
生
産 

現
在
使
わ
れ
て
い
る 

　
　
　
　
　
不
燃
ご
み
袋 

立
岩 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

　市老人クラブ連合会の事務局体制を支え、老人ク

ラブ活動がさらに活性化するよう支援します。 

老人クラブ活性化支援補助金 老人クラブ活性化支援補助金 老人クラブ活性化支援補助金 1,134万円 

　各地域からの推薦などによる「健康推進員」を設

置し、健康推進員が健康づくりの重要性や役割りを

理解し、自らのやりがいとして取り組めるような研

修会を開催するなど、健康づくり施策を推進します。 

健康推進員制度創設 健康推進員制度創設 健康推進員制度創設 35万円 

　在宅で計測した血圧や心電図のデータを、ケーブ

ルテレビ回線を通してデータ集積し、健康指導およ

び健康管理に役立つシステムの調査研究を実施しま

す。 

ケーブルテレビを活用した 
在宅健康管理システム導入調査 
ケーブルテレビを活用した 
在宅健康管理システム導入調査 
ケーブルテレビを活用した 
在宅健康管理システム導入調査 20万円 

　“喜ぼう ! 高齢化社会”、“感謝しよう ! 長寿社会”

を視点に、健康長寿のまちづくりを推進するため、「百

歳健康長寿推進計画」を策定します。 

「百歳健康長寿推進計画」の策定 「百歳健康長寿推進計画」の策定 「百歳健康長寿推進計画」の策定 20万円 

　今年12月に開局予定のケーブルテレビ自主放送

チャンネルで、市からのお知らせや各地域の身近な

話題・行事などを伝えるための番組制作経費。 

ケーブルテレビ開局経費（番組制作委託） ケーブルテレビ開局経費（番組制作委託） ケーブルテレビ開局経費（番組制作委託） 421万円 

　織物業を対象として、植物由来製品 (バイオファ

イバー )を主原料とした市域独自の新製品を開発し、

丹後ちりめん (丹後の織物 )分野における新たな用

途開発･付加価値創造をめざします。 

バイオファイバー活用型 
　　　　丹後ちりめん新展開 
バイオファイバー活用型 
　　　　丹後ちりめん新展開 
バイオファイバー活用型 
　　　　丹後ちりめん新展開 398万円 

　山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワー

ク加盟へ向け、京丹後市ジオパークネットワーク推

進会での取り組み内容の検討およびフォーラムなど

を実施するなど、地域内でのネットワークづくりを

推進します。 

世界ジオパーク 
　ネットワークへの加盟を推進 
世界ジオパーク 
　ネットワークへの加盟を推進 
世界ジオパーク 
　ネットワークへの加盟を推進 202万円 

　水産業者、小売事業者、行政関係者で構成する「京

丹後サワラの地産地消をすすめる会」が実施する、

PR用食品シールの作成や調理講習会などの京丹後

サワラの地産地消推進の取り組みを支援します。(補

助期間：平成20～21年度 )

京丹後サワラの地産地消 京丹後サワラの地産地消 京丹後サワラの地産地消 60万円 

（１）豊かな特色を活かした飛躍へ向けた挑戦 （２）百歳健康長寿など健康長寿の更なる推進 
　平成21年10月１日（予定）から不燃ごみ袋を有

料化し、ごみ処理の公正な費用負担を排出者に求め

るとともに、ごみの減量などを図ります。 

（45㍑入り：30円 /枚、30㍑入り：20円 /枚） 

不燃ごみ袋有料化（新規） 1,323万円 

　老朽化している汚泥乾燥焼却施設を改修し、安定

的な汚泥焼却を実施します。 

竹野川衛生センター焼却炉 
　　　　　大規模改修 7,636万円 

道路新設改良（15路線） 
過疎対策道路（５路線） 
地域活力基盤創造交付金（５路線） 

1億967万円 
1億2,653万円 
3億2,730万円 

道路改良事業 5億6,350万円 

　ケーブルテレビの送信機器やスタジオなどのセン

ター系施設整備と、加入申し込みされた世帯などへ

の光ファイバ引き込み工事を実施します。 

ブロードバンドネットワーク整備 17億4,538万円 

　京丹後市の新たな基幹作物として、国営開発農地

において茶の生産振興を進めており、当市を本格的

な茶生産地とするため、平成22年５月の稼動をめ

ざし京丹後製茶株式会社が行う製茶施設整備を支援

します。 

製茶施設整備事業補助金 ３億円 

　滞在型の農漁業体験を通して、１次産業への理解

を深める質の高い特色ある交流を展開するため、蒲井・

旭地域振興計画に基づき「クラインガルテン」を整

備します。（木造平屋建10棟） 

クラインガルテン整備 1億560万円 

　
三
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

副
市
長
に
米
田
保
さ
ん
の
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
（
四
年
）
で
す
。 

昭和44年４月１日 
平成10年６月１日 
平成13年４月１日 
平成14年６月１日 
平成16年５月１日 
平成18年６月１日 
平成19年８月８日 
平成21年３月31日 

京都府職員に採用 
府民労働部労政課長 
府民労働部府民労働総務課長 
教育委員会事務局管理部総務企画課長 
南丹広域振興局企画総務部長 
労働委員会事務局次長 
中丹広域振興局副局長 
京都府職員を退職 

【略　歴】 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

新規 新規 新規 

拡充 拡充 拡充 

拡充 拡充 拡充 

副
市
長 

　
　
米
田
　
保
さ
ん 

（
久
美
浜
町
出
身
58
歳
） 

平成21年度の予算の詳細については、改めて 
「予算特集号」（わかりやすいことしの予算）で詳しくお知らせします。 

副市長に 米田 保さんを選任 副市長に 米田 保さんを選任 副市長に 米田 保さんを選任 

そのほかの一般会計　主な事業 
平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その４ 平成21年度予算編成方針 ４つの柱　その４ 
来るべき本市発展・飛躍に向けた挑戦 来るべき本市発展・飛躍に向けた挑戦 来るべき本市発展・飛躍に向けた挑戦 
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地
域
防
災
の
必
要
性
を
説
明
す
る
防
災
科

学
技
術
研
究
所
の
長
坂
セ
ン
タ
ー
長
補
佐 

ファクシミリを使って 
　　　　情報を発信・収集 

行方がわからなくなった認知症高齢者のかたの捜索模擬訓練を実施 

　市では、安心・安全なまちづくりをさらに進めていくため、発生する

と市域に被害が予測される「郷村断層地震」および「山田断層地

震」について、想定される最大震度を示した「揺れやすさマップ」、

建物全壊率を示した「危険度マップ」などを掲載した『京丹後市地

震ハザードマップ』を作成し、市内の全世帯に配布しました。 

　同マップは、昭和2年3月7日、丹後に甚大な被害をもたらした「北

丹後地震」を忘れずに、いつ発生するかわからない地震に備え、発

生の可能性がある地震の揺れや建物倒壊率などの情報を市民の

みなさんにお伝えすることにより、今すぐにでも各ご家庭でできる地

震対策や住宅などの耐震化に役立てていただきたいと考えています。 

　市では、国が進める全国瞬時警報システム
からの緊急情報を受信し、防災行政無線でお
知らせする仕組みを整え、3月20日から運用を
始めています。 
　今後は、テロやミサイル攻撃、津波、地震な
ど対処に時間的余裕のない事態が発生した
場合に、人工衛星を用いて国（消防庁）から直
接 京丹後市に情報が送信されるシステムを活
用して、市の防災行政無線で自動放送します。 
　同システムの詳しい放送内容は、3月25日発
行の「広報きょうたんごおしらせ版」をご覧くだ
さい。 

　
市
で
は
、
大
地
震
な
ど
の
大
災
害
を
は
じ
め
地
域
で
発
生
す
る
災

害
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災

を
進
め
る
組
織
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。 

        

　
現
在
、
市
内
に
は
七
十
二
の
自

主
防
災
組
織
が
地
域
で
設
立
さ
れ
、

訓
練
や
災
害
対
応
活
動
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
団
体
間
の
連
携
を
強
め

る
と
と
も
に
、
合
同
の
研
修
機
会

の
場
と
す
る
た
め
三
月
六
日
、「
自

主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

の
第
一
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
四
十
人
が
出
席
し
た
同
会
議
で

は
、
今
後
、
定
期
的
に
会
議
を
持

ち
、
情
報
交
換
を
進
め
る
こ
と
、

研
修
会
の
開
催
、
防
災
訓
練
へ
の

参
加
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
独

立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究

所
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
長
坂
俊
成
セ
ン
タ
ー
長
補

佐
、
同
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
岡
田

真
也
さ
ん
・
坪
川
博
彰
さ
ん
の
三

人
を
講
師
に
迎
え
、
「
地
域
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
、
茨
城
県
日
立
市
、
新
潟

県
柏
崎
市
な
ど
の
先
進
事
例
を
交

え
な
が
ら
、
学
校
区
を
単
位
と
す

る
な
ど
の
広
域
的
な
自
主
防
災
組

織
の
連
携
の
必
要
性
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
後
も
年
間
二
十
組

織
の
設
立
を
目
標
に
、
地
域
へ
働

き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
研
修

会
や
職
員
出
前
講
座
を
通
し
て
、

地
域
防
災
の
必
要
性
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
く
機
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

自
主
防
災
組
織
間 

　
　
　
の
連
携
強
化 

市内で想定される最大震度を示した 

初めて作成・各戸配布 初めて作成・各戸配布 
「京丹後市地震ハザードマップ」を 「京丹後市地震ハザードマップ」を 

市内全域に緊急放送 
を流します 

防災行政無線から 

（3月20日から運用） （3月20日から運用） 

京都府内
で初 

〜
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
発
足
〜 
〜
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
発
足
〜 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

地
域
の
防
災
は
み
ん
な
の
力
で 
地
域
の
防
災
は
み
ん
な
の
力
で 

全国瞬時警報システム 
（J-ALERT）を導入 

地
域
ぐ
る
み
で
捜
索
模
擬
訓
練
を
実
施 

　
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
三
月
六

日
、
認
知
症
高
齢
者
の
か
た
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
「
徘
徊
捜
索

模
擬
訓
練
」
を
初
め
て
実
施
。
地
域
の
か
た
や
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど
約
八
十
人
が
参
加
し
、

情
報
伝
達
か
ら
捜
索
・
保
護
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
市
内
に
は
、
認
知
症
の
か
た
が

中
心
に
利
用
さ
れ
る
小
規
模
多
機

能
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
の

か
た
の
「
在
宅
生
活
の
維
持
」
を

め
ざ
し
た
活
動
を
行
う
さ
ま
ざ
ま

な
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
四
月
現
在
で
、
介

護
が
必
要
と
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
の
か
た
は
、
市
内
に
約
二
千
三

百
人
。
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
認
知
症
高
齢
者
の

か
た
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
場
合
に
お
け
る
、
早
期
発
見
・

保
護
に
向
け
た
捜
索
体
制
の
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　車を使っての模擬捜索
では、特別養護老人ホーム
丹後園のケアマネジャーの
みなさんなどが、模擬訓練
の活動趣旨などをPRする
ため、捜索先でチラシを配
布。地域のかたに認知症
に対する理解を少しでも深
めていただくための取り組
みも行われました。 

   

　 　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
、

地
域
住
民
の
か
た
お
よ
び
市
や
丹
後
保
健
所
、

京
丹
後
警
察
署
な
ど
が
連
携
。
行
方
の
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
認
知
症
高
齢
者
の
か
た

を
発
見
・
保
護
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
め
ざ
し
、
認
知
症
の
七
十
八
歳

女
性
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
想

定
し
た
模
擬
訓
練
を
、
網
野
町
内
で
実
施

し
ま
し
た
。 

　
丹
後
園
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
末
次
友
美
さ
ん
が
行
方
不

明
者
に
扮
し
、
途
中
、
商
店
や
病
院
に
立

ち
寄
る
な
ど
約
一
時
間
三
〇
分
に
わ
た
っ

て
町
内
を
模
擬
徘
徊
。
丹
後
ふ
る
さ
と
病

院
介
護
セ
ン
タ
ー
に
捜
索
本
部
を
設
置
し
、

行
方
不
明
発
覚
か
ら
捜
索
、
保
護
に
至
る

ま
で
の
各
施
設
間
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
捜
索
本
部
か
ら
関
連
施
設
な
ど
へ
、
同

女
性
に
関
す
る
情
報
や
捜
索
協
力
依
頼
を

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
。
目
撃
情
報
な
ど

の
や
り
取
り
も
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
行
っ
た

ほ
か
、
車
六
台
に
よ
る
町
内
の
模
擬
捜
索

も
実
施
し
、
捜
索
に
お
け
る
手
順
や
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
、
効
率
よ
く
情
報
伝
達
が
行

え
る
か
ど
う
か
な
ど
を
入
念
に
検
証
し
ま

し
た
。 

　
市
で
は
、
今
回
の
訓
練
で
明
ら
か
と
な

っ
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
、

よ
り
連
携
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
努
め
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 
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志 水 孝 嘉さん 

野村 果寿実さん 

華やかな晴れ着やりりしいスーツ・はかま姿で会場が彩られました 

　
　
　
か
い
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
た
三
月

　
　
　
十
五
日
、「
平
成
二
十
一
年
京
丹
後

　
　
　
市
成
人
式
」
を
京
都
府
丹
後
文
化

会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
、
華
や

か
な
晴
れ
姿
や
勇
ま
し
い
は
か
ま
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
六
百
九
十
三
人
が
大
人
の

自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
招
待
者
は
、
昭
和
の
最
後
と
平

成
の
初
ま
り
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
元
年
四
月
一
日
）
に
生
ま
れ
た

八
百
三
十
九
人
。
会
場
で
は
、
色
と
り
ど

り
の
振
り
袖
姿
の
新
成
人
が
、
久
し
ぶ
り

の
友
人
と
の
再
会
に
会
話
を
弾
ま
せ
て
い

ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
京
丹
後
市
少
年
少
女
合
唱
団

と
丹
後
吹
奏
楽
団
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
合
同
演
奏
で
開
幕
。

会
場
で
は
合
唱
団
の
み
な
さ
ん
の
元
気
な

歌
声
と
息
の
あ
っ
た
振
り
付
け
に
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
中
山
市
長
が
「
み
な
さ
ん
は
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
『
無
限
の
可
能
性
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
心
に
刻
ん
で

限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
勇
気
を
持
っ
て
積
極
的

に
自
分
の
人
生
を
耕
し
、
切
り
拓
い
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。 

　
ま
た
、
来
賓
か
ら
は
お
祝
い
と
温
か
い

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、
池
部
志
乃
さ
ん
（
網
野
町
出
身
）

が
米
田
教
育
長
か
ら
記
念
品
を
授
与
さ
れ

る
と
と
も
に
、
志
水
孝
嘉
さ
ん
（
峰
山
町

出
身
）
と
野
村
果
寿
実
さ
ん
（
久
美
浜
町

出
身
）
が
「
二
十
歳
の
主
張
」
と
題
し
、

新
た
な
門
出
の
決
意
を
力
強
く
宣
言
。 

　
式
典
後
に
は
、
旧
町
ご
と
に
記
念
写
真

を
撮
る
な
ど
に
ぎ
や
か
に
思
い
出
話
し
に

花
を
咲
か
せ
、
節
目
の
日
を
存
分
に
喜
び

あ
い
ま
し
た
。 

暖 

　二十歳となって、今僕の考えていることを記録しておこうと思う。 
　僕は、峰山中学校在学中に、小学校の先生になろうと決めました。今でも、それはかわってなくて、
むしろ二十歳となった今、夢はさらに大きく、より具体的なものになってきた。 
　僕は、自分が育った京丹後市が好きで、京丹後市で育ったということに誇りを持っている。 
　人格というのは、人的要因と環境的要因で形成されるものだと思う。今の自分があるのは、親、
地域のみなさん、温かい多くの人との出会いや関わりの中であるのだと思う。そしてこの自然豊か
な環境の中で、大きくのびのびと成長し今がある。 
　中学卒業後は、宮津高校へ進学し、挑戦する気持ちを持って、精神的にも肉体的にも強くなり、
その中で人との繋がりがさらに広がり、よい経験ができた。現在は大学へ進学し、教育を学んでい
る。夢が実現に近づいてきたと感じる。 
　僕は、京丹後が好きです。できればともに育った仲間も一緒に京丹後に住んでほしい。でも現状は難しい。まだ大まかなビジョン
しかないけど、京丹後をもっと元気にしたい。そういう役職にも将来は就きたい。 
　先日、京丹後へ来られた隴地先生は、僕も一度会ったことがあり、102歳でも教育・保育を研究しておられる姿には強く憧れている。 
　僕は、先生となって帰ってきて、子どもたちの未来のため、育ててくれた京丹後のために、保育・教育の面から先ずは貢献して
いこうと考えている。 

 

　20年、決して平坦な道のりではありませんでした。 
　中学卒業後、近くの高校ではなく通学に片道約１時間かかる加悦谷高校に進学しました。沢山
の友達と出会い楽しかった反面、けがをしたことで挫折もあり、正直退学を考えた事もありました。
そんなとき、一人の先生に「お前らしくやったらいいんや」と背中を押して励ましていただきました。 
　以前の私は人一倍諦めが早く、いろいろなことに対して中途半端で長続きしない性格でした。
しかし、自分と向き合い心の中で『がんばろう』と思ったのは初めてのことで、高校３年間は私を大
きく変えてくれました。 
　現在私は、言語聴覚士になる夢を叶えるため専門学校に通っています。言語聴覚士は、話す・
聞く・食べることに障害がある人とコミュニケーションを図りながらリハビリを行う仕事です。言葉を
交わすことが当たり前に思っていた私にとって、精一杯の声で「ありがとう」と言われたときの喜び
と感動は忘れられません。 
　卒業後は、京丹後市で子どもからお年寄りまで幅広く関わり、サポートできる言語聴覚士になりたいと考えています。 
　私は、どんなことにも前向きに考えてくれる父、時に涙を流しながら一緒に悩んでくれる母、加悦谷高校合唱部に入部し、元気
な歌声で勇気と感動を与えてくれる妹、優しく時に厳しく多くのことを教えてくれた亡き祖母を始め、沢山の人のお陰で今日の日を
迎えることができました。感謝の気持ちで一杯です。 
　成人として恥じないように「努力と感謝」の気持ちを忘れずに充実した人生を送りたいです。 

 「二十歳になって」 

「夢、僕にとっての京丹後」 『二十歳の主張』 華
や
か
に

華
や
か
に 
華
や
か
に

華
や
か
に 
華
や
か
に 

新
成
人

新
成
人
の
門
出
門
出
を
祝
う
祝
う 

新
成
人

新
成
人
の
門
出
門
出
を
祝
う
祝
う 

新
成
人
の
門
出
を
祝
う 

京
丹
後
市
成
人
式 
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バス停「八丁浜」など8か所にベンチが完成 
（左・高田正明さん、右・高田なつみちゃん） 

列
車
を
背
に
駅
周
辺
の
剪
定
作
業
な
ど
を
実
施 

流木を使ってベンチを作製 

駅舎正面の松もきれいになりました 

三
月
六
日
、畑
地
区
の
現
地
説
明
で
熱
心 

に
耳
を
傾
け
る
移
住
希
望
者
の
み
な
さ
ん 

　
畑
地
区
は
、
日
本
海
に
近
い

の
ど
か
な
山
村
の
地
域
で
、
昭

和
三
十
五
年
に
は
十
二
世
帯
（
六

十
六
人
）
が
居
住
し
て
い
ま
し

た
が
、
地
域
へ
の
道
路
が
狭
く
、

冬
場
は
六
〇
〜
七
〇
㌢
の
積
雪

が
あ
る
な
ど
生
活
が
不
便
な
こ

と
も
あ
り
、
人
口
の
減
少
が
続
き
、

現
在
は
一
世
帯
だ
け
が
生
活
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
世
帯
で
は

道
路
の
草
刈
り
な
ど
の
共
同
作

業
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
地
区
そ
の
も
の
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
総

務
省
の
モ
デ
ル
事
業
「
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」
に

よ
っ
て
、
石
川
県
羽
昨
市
職
員

の
高
野
誠
鮮
さ
ん
（
産
業
観
光

課
一
・
五
次
産
業
振
興
室
　
総

括
主
幹
）
を
ア
ド
バ
ザ
ー
と
し

て
迎
え
、
畑
地
区
の
出
身
者
の

協
力
を
受
け
て
「
畑
区
空
き
家

活
用
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
企
画
。「
地
域
外
の
か
た
」「
若

者
」
の
力
で
同
地
区
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
移
住
・
定
住
者
を

迎
え
入
れ
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。 

　
畑
地
区
の
現
状
を
逆
手
に
取
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
目
的
と
や
る

気
を
持
っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
経
済
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
た
だ
け
る
か
た
に
来
て
い

た
だ
き
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
試
み
と
し
て
、
全
国
に
向
け

自
治
会
長
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

六
組
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

　
三
月
六
日
に
開
催
し
た
三
回

目
の
説
明
会
で
は
、
鳥
取
県
や

和
歌
山
県
な
ど
か
ら
四
組
の
か

た
が
参
加
さ
れ
、
空
き
家
や
集

落
の
説
明
を
は
じ
め
、
市
と
畑

地
区
代
表
者
、
畑
地
区
出
身
者

の
か
た
な
ど
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
四
組
の
応
募
者
か
ら
は
「
自

然
豊
か
な
よ
い
所
」
、
「
こ
の
地

区
で
農
業
や
炭
焼
き
を
し
て
み

た
い
」
「
家
族
と
数
回
こ
の
地
区

を
見
学
し
、
条
件
が
合
え
ば
す

ぐ
に
で
も
移
住
し
た
い
」
な
ど
、

熱
意
あ
る
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
地
元
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
応

募
の
あ
っ
た
六
組
の
中
か
ら
、

永
住
し
て
い
た
だ
け
る
熱
意
と

情
熱
の
あ
る
か
た
を
近
々
移
住

候
補
者
と
し
て
決
定
す
る
予
定

で
す
。 

　
市
で
は
、
集
落
の
再
生
・
活

性
化
や
地
域
に
新
た
な
風
を
吹

き
込
む
「
助
っ
人
」
受
け
入
れ

の
取
り
組
み
モ
デ
ル
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
か
つ
て
は
十
数
世
帯
あ
っ
た
集
落
が
、
過
疎
・
高
齢
化
な
ど
の
進

行
に
よ
り
一
世
帯
三
人
と
な
っ
た
「
丹
後
町
畑
地
区
」
で
、
市
と
地

元
が
協
力
し
、
地
域
を
再
生
し
て
い
た
だ
け
る
助
っ
人
と
し
て
自
治

会
長
を
昨
年
十
月
か
ら
全
国
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
移
住
を
希
望
さ

れ
る
六
組
の
か
た
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
合
計
三

回
の
現
地
説
明
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
移
住
者
の
受

け
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
京
丹
後
市
で
は
、多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
何

か
地
域
に
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
」
な
ど
、〝
ま
ち
づ

く
り
〞
に
対
す
る
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
お
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、公
共
交
通
の
分
野
で
の
地
域
の
み
な
さ

ん
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

  

　 

   

　
網
野
町
浅
茂
川
地
域
を
走
る
路
線
バ
ス
が

昨
年
十
月
に
復
活
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
域

の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
組
織
す
る
浦
嶋
会

（
会
長
・
池
部
貞
夫
さ
ん
）
に
、
手
づ
く
り

で
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
を
作
製
・
設
置
（
合
計

八
個
）
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
材
料
に
は
、
八
丁
浜
（
網
野
町
浅
茂
川
）
に

流
れ
着
い
た
流
木
の
ほ
か
、
池
部
会
長
が
所

有
さ
れ
る
山
の
木
材
を
活
用
。
同
会
の
高
田

正
明
さ
ん
が
加
工
・
組
み
立
て
を
行
い
、手
づ

く
り
り
の
バ
ス
停
ベ
ン
チ
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
高
田
さ
ん
は
「
地
域
の
住
民
が
何
か
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
と
、
協
力
し
合
う
と
い
う

気
持
ち
が
大
切
。
最
近
は
、
人
に
任
せ
る
よ

り
も
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

              

　
駅
周
辺
の
景
観
を
美
し
く
保
ち
、
地
域
や

観
光
に
訪
れ
た
か
た
に
親
し
ま
れ
る
駅
に
し

よ
う
と
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道 

丹
後
大
宮

駅
の
環
境
美
化
奉
仕
活
動
が
、
三
月
八
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
に
参
加
さ
れ
た
の
は
、
京
丹
後
市
観

光
協
会
大
宮
支
部
（
支
部
長
・
坪
倉
驪
士
さ

ん
）
を
中
心
と
し
た
地
域
の
み
な
さ
ん
約
二

十
人
。
同
駅
周
辺
の
草
木
の
伐
採
や
、
松
の

剪
定
な
ど
を
約
四
時
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、

伐
採
・
剪
定
し
た
枝
な
ど
は
、
ト
ラ
ッ
ク
五

台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。 

　
活
動
に
参
加
さ
れ
た
高
橋
康
之
さ
ん
は
「
大

勢
で
作
業
す
る
と
仕
事
も
早
く
、
作
業
自
体

が
楽
し
く
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
。
ま
た
、
坪

倉
会
長
は
「
地
域
や
観
光
に
訪
れ
た
か
た
に

親
し
ま
れ
る
駅
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
た
活
動
を
行
い
、
人
が
集
ま
る
駅
に

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
多
く
の
か
た

に
親
し
ま
れ
る
駅
づ
く
り
に
向
け
た
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

畑
地
区
の
活
性
化
に 

　
　
熱
心
な
意
見
交
換 

地 

域 

振 

興 

協
　
　
働 

全国から自治会長を募集 全国から自治会長を募集 

「丹後町畑地区」 「丹後町畑地区」 

移住希望者に６組の応募がありました 移住希望者に６組の応募がありました 移住希望者に６組の応募がありました 
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　今、地球温暖化が進んでいま
す。私たちは、生活の中で電気
をたくさん使っています。電気を
つくるのに、たくさんの二酸化炭
素を出しているので、環境によく
ないと思います。 
　それなら、二酸化炭素を出さ
ずに電気をつくることができるよ
うに、太陽光発電や風力発電な
どを増やして、電気をつくること
ができたら、環境にもやさしいと
思いました。だから、京丹後市に
も発電機をつくってほしいです。 

　田村地区が有名になるために、
大きな図書館をつくってほしいと
思います。図書館があれば、紙
芝居をしたり、いろいろな種類の
まんがを置いたり、英語の本など
も置いたりして、みんなにとって
楽しい場所になるからです。そして、
大人も子どもも集まって田村が
にぎやかになってほしいです。 
　図書館があって、みんなとふ
れあえて、田村が明るくなってほ
しいと思います。 

　地球温暖化をくい止めるため
に、田村の3分の2ぐらいを森林
にしたいです。田んぼや畑を多く
して、そこで野菜やお米をつくって、
環境のためにがんばっている田
村を有名にしたいです。 
　今、世界では森林伐採とかで
森がなくなってきているので、木
の苗とかを僕たちにくれたら、い
つでもどこでも植えます。だから
僕に苗をください。 

　僕は、つりが好きなので魚が
暮らせるようなきれいな川にした
いです。そして泳げるようにした
いです。 
　佐濃谷川には、長靴やタイヤ、
びん、缶、手袋などがよく落ちて
います。また、冷蔵庫が捨てられ
ていることもあり、悲しかったです。 
　ごみをなくすために、クリーン
作戦をしたり、各自でごみを出さ
ないようにしたらいいと思いました。
いつまでもきれいな田村であるよ
うにがんばっていきたいです。 

　私たちが登下校をしていると、
田んぼや畑にごみが捨ててある
ことがあります。食品のふたや缶
やペットボトルなどは、普通は家
で分別し、捨てるはずのものが、
田んぼなどに捨ててあります。せ
っかく山など自然がたくさんある
ので、それを守るためにもごみの
ポイ捨てなどがないようにしたい
です。 
　クリーン作戦を行うなどしてご
みをなくし、いつまでもきれいな京
丹後市であってほしいです。 

　私は自然が好きなので、将来、
田村の5分の2は自然があり、ご
みがなく、みんな気持ちよく過ご
せるようになってほしいです。今、
田村にはいろいろな道路や橋が
つくられており、そのために木が
切られています。できるだけ木を
切ることがなく、川もきれいにな
って、動物たちの暮らしやすい環
境になってほしいです。 
　環境のことを考えて、本当に
道路や橋が必要なのか、京丹
後市のみんなで話し合っていき
たいです。 

　京丹後市には仕事が少ない
ので、みんな都会に行ってしまい
ます。京丹後市は農業が盛んな
ので、もっと盛んにして京丹後市
といえばこれだと全国の人がわ
かるくらいになるといいと思います。 
　例えば、田村でつくっている梨
やぶどうを有名にすれば、京丹
後市を活性化するきっかけにな
ると思います。 
　ぜひ、全国に売り出したいと
思います。 

　私は、田村に緑いっぱいの公
園をつくってほしいと思っています。
理由は、今、平田地区の人は、
平田地区の人としか遊んでいな
いので、ほかの地区の人とも遊
べるように、広い場所が欲しいか
らです。 
　それに木をたくさん植えれば、
環境にもやさしい公園になります。
この公園にいっぱい人が集まって、
笑顔あふれる田村にしたいです。 

……………… ……………… 

……………… 

……………… ……………… ……………… ……………… 

……………… 

　
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

の
仕
組
み
や
実
態
、
施
策
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
京
丹
後
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
、
議
会
制
度
の
仕
組
み
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
京
丹
後
市

発
足
後
初
め
て
と
な
る
「
子
ど
も
議
会
」
を

二
月
二
十
六
日
、
市
役
所
の
議
場
で
開
催
し

ま
し
た
。 

 

　
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
た
の
は
、
田
村
小

学
校
（
久
美
浜
町
関
・
久
下
多
賀
子
校
長
）

の
六
年
生
の
八
人
。
六
年
生
が
授
業
で
政
治

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
こ
と

や
、
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
貴
重
な
経
験
を
し
て
も
ら
い
、
市
議
会
・

行
政
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
に
と
い
う
学
校
側
の
要
請
を
受
け
て
実
現

し
ま
し
た
。 

　
市
か
ら
は
、
大
同
衛
市
議
会
議
長
お
よ
び

中
山
泰
市
長
を
は
じ
め
理
事
者
・
幹
部
な
ど

計
二
十
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
小
学
校

の
八
人
の
児
童
が
議
員
と
な
り
、
市
な
ど
に

対
し
て
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
将
来
の

希
望
や
願
い
な
ど
を
発
表
。
続
い
て
自
ら
が

考
え
た
質
問
を
市
長
へ
行
い
、
市
長
が
答
弁

す
る
と
い
う
、
実
際
の
市
議
会
さ
な
が
ら
の

議
会
審
議
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
の
目
線
で
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ

と
を
質
問
し
た
り
、
柔
軟
な
発
想
か
ら
生
ま

れ
る
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
り
と
、
元
気
い

っ
ぱ
い
の
質
疑
が
約
一
時
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

白 岩 明 穂議員 坂 田 貴 愛議員 

寺 田 侑 加議員 

服 部 友 哉議員 岡  田　彩議員 西垣 龍之介議員 粟倉 夕紀子議員 

角 田 雄 樹議員 

各議員の発言について、その一部をご紹介します 各議員の発言について、その一部をご紹介します 各議員の発言について、その一部をご紹介します 

子どもの目線でまちづくり 子どもの目線でまちづくり 子どもの目線でまちづくり 

子ども議会　開催 子ども議会　開催 京丹後市初の 京丹後市初の 
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平
成
二
十
年
中
に
指
令
室
で
取
り
扱
っ
た

１
１
９
番
通
報
の
総
受
信
件
数
は
、
三
千
五

百
十
三
件
で
前
年
よ
り
三
百
六
十
九
件
減
少

し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
中
で
「
い
た
ず
ら
」、「
間

違
い
」、「
不
明
」
の
合
計
が
四
百
七
十
八
件

あ
り
、
全
体
の
一
三
％
も
占
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
適
正
な
利
用
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
い
ち
早
く
災
害
へ
対
応
で

き
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

  

　
平
成
二
十
年
を
振
り
返
る
と
、
火
災
と
救

急
は
と
も
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

ご
ろ
か
ら
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
火
の
用
心

へ
の
取
り
組
み
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。
救
急

に
つ
い
て
も
救
急
車
の
適
性
利
用
が
一
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
消
防
本
部
で
は
、
多
様
化
す
る
災
害
に
対

応
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
想
定
し
て

日
々
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

堂田 孝二 消防長 

　昨年の年末から本年にかけて、全国各地で建物火災が頻発し、

たくさんのかたが犠牲になっています。京丹後市では昨年、2人の

かたが火災で亡くなられ、5人の負傷者がありました。このような

ことから、全国的にも住宅用火災警報器の普及が急がれている中、

当市においてもさまざまな設置推進活動を行っているところです。 

　市民のみなさんにも「安心・安全」なまちづくりへのご協力をお

願いします。 

転
倒
で
寝
た
き
り
に 

　
高
齢
者
の
か
た
が
転
倒
し
た
と
き
の
典

型
的
な
骨
折
の
一
つ
に
、
大
腿
骨
股
関
節

付
近
の
骨
折
（
大
腿
骨
頸
部
骨
折
）
が
あ

り
ま
す
。
時
に
は
人
工
骨
に
置
き
換
え
る

手
術
が
必
要
な
場
合
も
多
い
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
大
腿
骨
頸
部
骨
折
は
、
そ
の
後
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
骨

折
す
る
ま
で
元
気
に
歩
い
て
い
た
か
た
で

も
、
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
る
こ
と
も
稀

（
ま
れ
）
で
は
な
い
よ
う
で
す
。「
こ
ん
な

大
げ
さ
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な
ん
だ
」

と
後
悔
先
に
立
た
ず
と
な
り
ま
す
。 

      

　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
大
事
な
こ
と
は
転
倒
予
防
で
す
が
、

ま
わ
り
の
家
族
な
ど
が
い
く
ら
気
を
付
け

て
い
て
も
完
全
に
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
お
ば
あ
さ
ん
が
転
倒
し
て
様

子
を
見
て
い
た
が
痛
み
が
ひ
か
な
い
」
と
、

一
日
以
上
経
っ
て
か
ら
救
急
車
が
呼
ば
れ

る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
転
倒
し
痛
み
が
あ
れ
ば
骨
折
し
て
い
る

と
考
え
、
直
ち
に
病
院
に
行
く
こ
と
を
お

考
え
く
だ
さ
い
。 

救急救命士 
中 村 一 隆 

　
救
助
件
数
は
過
去
最
多
の
五
十
九
件
で
、

昨
年
か
ら
十
四
件
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
救
助
活
動
を
行
っ
た
件
数
は
二
十
七

件
で
、
救
助
し
た
人
は
五
十
一
人
で
し
た
。 

　
事
故
種
別
を
み
る
と
、
交
通
事
故
の
三

十
三
件
が
最
も
多
く
全
体
の
半
分
を
占
め

て
い
ま
す
。
続
い
て
水
難
事
故
の
十
二
件
、

そ
の
他
事
故
の
十
二
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
も
、
件
数
は
少
な
い
で
す
が
、

夏
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
救
助
が
二
件
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
薬
散
布
事
故
も
あ
り
、

近
年
の
救
助
の
多
様
化
が
み
ら
れ
ま
す
。 

1日平均出動件数 

地域別出動件数 
5.94件 

・峰山町 
・大宮町 
・網野町 
・丹後町 
・弥栄町 
・久美浜町 

490件 
313件 
565件 
236件 
192件 
377件 

【火災】 

18

【救助】 

59

2,173
【救急】 

件 

件 

件 

件 

住宅火災による死亡原因の約６割が「逃
げ遅れ」によるものです。京丹後市火災予防
条例に基づき設置をお願いします。 

新規住宅は平成18年6月から 

すべての住宅に必要です 

悪質な訪問販売などには、
十分にご注意ください。 

住宅用火災警報器 

既存住宅は平成23年6月までに 

3,513
【通信】 

　救急事故が発生したとき、現
場付近に居合わせた人（バイス
タンダー）が適切な応急手当を
行って、救急隊員、医師へと救
命のリレーができれば救命効果
が一層向上することから、一人
でも多くの市民のかたに応急手
当の知識を普及するため、京丹
後市では上級、普通、一般の救
急講習会を行っています。 
　このうち、上級と普通救命講
習を終了したかたには修了証を
発行しています。昨年は、合計
557人のかたにお渡ししました。 
　これらの講習会には、AEDの
取り扱い訓練もあります。助か
る命を救うため積極的な参加を
お願いします。 

　
火
災
件
数
は
十
八
件
発
生
し
、
前
年
に

比
べ
六
件
減
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
火
災

種
別
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
建
物
火
災
で

の
損
害
額
、
焼
損
面
積
お
よ
び
棟
数
は
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
均
す
る
と
二
〇
・
三
日
ご
と
に
一
件

発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
火
災
に
よ

る
死
者
は
二
人
、
負
傷
者
は
五
人
発
生
し

ま
し
た
。 

　
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
十
五
件
、

車
両
火
災
が
一
件
、
そ
の
他
火
災
が
二
件

と
な
り
ま
し
た
。 

　
原
因
別
で
は
、
た
ば
こ
の
四
件
が
最
も

多
く
、
続
い
て
電
気
機
器
、
こ
ん
ろ
、
配

線
器
具
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
、
ス
ト
ー
ブ
が

一
件
と
続
き
ま
す
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
器
具
な
ど
を
正
し
く
取

り
扱
い
、
不
注
意
や
不
始
末
を
な
く
す
こ

と
が
火
災
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
住
宅
で
火
災
が
起
こ
っ
た
際
に
、

い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
防
ぐ

こ
と
に
と
て
も
有
効
で
す
。 

救急出動件数割合 

その他 その他 

交通 交通 

一般負傷 一般負傷 

289件 

15％ 
325件 

266件 
12％ 

2,173件 

13％ 

急病 急病 

　
救
急
件
数
は
二
千
百
七
十
三
件
で
前
年

か
ら
百
二
十
三
件
減
少
し
、
三
年
連
続
減

少
し
ま
し
た
。
一
日
の
平
均
出
動
件
数
は
五
・

九
四
件
で
、
約
四
時
間
に
一
件
出
動
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
種
別
で
み
る
と
例
年

ど
お
り
急
病
が
最
も
多
く
全
体
の
六
割
を

占
め
、
次
い
で
一
般
負
傷
、
交
通
と
続
き

ま
す
。 

　
出
動
が
最
も
多
い
月
は
七
月
の
二
百
十

五
件
で
、
最
も
少
な
か
っ
た
十
一
月
が
百

五
十
五
件
で
し
た
。 

　
搬
送
人
員
は
二
千
四
十
五
人
（
前
年
比

百
三
十
人
減
）
で
、
傷
病
程
度
別
で
見
る
と
、

死
亡
七
十
八
人
、
重
症
二
百
三
十
四
人
、

中
等
症
九
百
十
三
人
、
軽
症
八
百
二
十
人

と
な
り
、
中
等
症
と
軽
症
を
合
わ
せ
る
と

八
四
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

救急出動件数 

1,293件 
60％ 

1

救急一口メモ 

「安心・安全」なまちづくりに向けて 

火災・救急・救助 

119 119 
たんごの風 40号 

消
防
の
広
場
 

消
防
の
広
場
 

代表　 ６２－０１１９ 
総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119
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上記から取り崩した基金3億4,168万円（E）を差し引いて 

第1段階 
 
第 2段階 
 
第 3段階 
 

第 4段階 
 

第 5段階 
 
第 6段階 
 
第 7段階 
 
第 8段階 
 
第 9段階 
 
第 10段階 

46,400円 

0.30 
 
0.50 
 
0.70 
 

0.85 
 

1.00 
 
1.12 
 
1.25 
 
1.50 
 
1.75 
 
2.00

13,900円 
 

23,200円 
 

32,500円 
 

39,400円 
 

46,400円 
 

52,000円 
 

58,000円 
 

69,600円 
 

81,300円 
 

92,900円 

国25.0％ 国 25.0％ 

府 12.5％ 府 12.5％ 

市 12.5％ 市 12.5％ 

65歳以上のかたの歳以上のかたの 
保険料20.0％ 
65歳以上のかたの 
保険料20.0％ 

40～ 64歳のかたの歳のかたの 
保険料30.0％ 
40～ 64歳のかたの 
保険料30.0％ 

介
護
保
険
の
財
源 

財政調整交付金 

4億6,482万円 

京丹後市の65歳
以上の被保険者
数（3年間） 
49,402人（※） 

DC

65歳以上のかた
の負担分 

（30億8,234万円） 
20％ 

B

3年間に京丹後
市で必要な介護
サービス総費用 
154億1,173万円 

A

介護給付費準備
基金・臨時特例
基金の取り崩し 
3億4,168万円 

20％ 4億6,482万円 49,402人 154億1,173万円 × ÷ － ÷ 
（A） （B） （C） （D） 

( ) 99.15％ 

対象になるかた 

生活保護を受給しているかたおよび世帯全員が市町村民
税非課税で老齢福祉年金（※）を受けているかた 
世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下のかた 
世帯全員が市町村民税非課税であって、利用者負担第2
段階以外のかた 
世帯のだれかに市町村民税が課税されているが、本人は
非課税で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万
円以下のかた 
世帯のだれかに市町村民税が課税されているが、本人は
市町村民税非課税であって第4段階以外のかた 
本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が125万円
以下のかた 
本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が125万円
を超えて200万円以下のかた 

本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が200万円
を超えて350万円以下のかた 
本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が350万円
を超えて500万円以下のかた 
本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が500万円
を超えるかた 

基準額に 
対する割合 

基 準 額 
（年額） 

所得段階別の 
保険料 所得段階 

平成21年度から平成23年度までの京丹後市の介護保険料基準額は、年額46,400円（月額3,872円）と定めました。 

  

　 

 

　
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
中
で
、

介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
が
急

速
に
増
え
、
本
人
や
家
族
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
十
二
年
四
月
に
創

設
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、

老
後
の
最
も
大
き
な
不
安
要
因

と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
か
た

の
介
護
を
、
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
制
度
と
し
て
定
着
し
、

本
年
度
で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

   

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
や
府
、

市
の
負
担
金
（
公
費
）
と
四
十

歳
以
上
の
か
た
が
納
め
る
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
介
護
保
険
を
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。 

   

　
介
護
保
険
料
は
、
京
丹
後
市

で
三
年
間
に
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
を
、
過
去
の
給
付
実

績
や
今
後
の
見
込
み
を
勘
案
し

て
算
出
し
、
そ
の
費
用
が
ま
か

な
え
る
よ
う
に
基
準
額
を
決
定

し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
の
三
年
間
で

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費

用
は
、
百
五
十
四
億
千
百
七
十

三
万
円
で
、
そ
の
う
ち
六
十
五

歳
以
上
の
か
た
が
負
担
す
る
割

合
が
二
〇
㌫
に
な
り
ま
す
。
六

十
五
歳
以
上
の
か
た
の
所
得
や

七
十
五
歳
以
上
の
か
た
の
割
合

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
「
普
通

財
政
調
整
交
付
金
」
で
四
億
六

千
四
百
八
十
二
万
円
が
交
付
さ
れ
、

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
）
は
、
平
成
二
十

一
年
度
が
一
万
八
千
百
八
十
人
、

平
成
二
十
二
年
度
が
一
万
八
千

二
百
八
十
九
人
、
平
成
二
十
三

年
度
が
一
万
八
千
三
百
九
十
七

人
で
三
年
間
の
合
計
が
五
万
四

千
八
百
六
十
六
人
と
推
測
さ
れ

ま
す
。 

E
※所得段階別の被保険者数と保険料率で
補正した人数が49,402人になります。 

＝ 年額 46,462円 

■ 介護保険制度の改正により所得の低いかたの負担を軽減するため、 
　　　　 世帯の課税状況や本人の所得状況に応じ、次の10段階に分かれます。 

※老齢福祉年金…明治 44年 4月 1日以前に生れたかたなどで、
一定の所得のないかたや、ほかの年金を受給で
きないかたに支給される年金です。 

　平成17年度税制改正で、高齢者のかたの非課税限度額（65歳以上のうち、前年の合計所得金額が125
万円以下の場合の個人の非課税措置）が廃止されました。これにより、住民税非課税から課税となる場合
があり、平成18年度から経過措置を設け、所得がかわらないのに利用者負担や保険料が大きくかわると
いうことがないように、激変緩和措置を講じていました。 
　平成21年度からは、新たに2段階の所得区分（保険料段階）を設け、課税世帯であっても本人の所得な
どにより負担が軽減されるように、また税制改正の影響を受けるかたも、従来の保険料段階よりも低い負
担となるようにしています。 

平成21年度～23年度の介護保険料上昇分のうち、介護従事者の処遇改善のために行われる介護報酬改定
に伴う増加分は、国からの交付金により軽減されます。 

  

　
年
金
が
年
額
十
八
万
円
以
上
の

か
た
は
、
年
金
の
定
期
支
払
い
の

と
き
に
、
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か

じ
め
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と

な
り
ま
す
。
（
老
齢
基
礎
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
（
退
職
）

年
金
と
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

が
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
） 

 

　
年
金
が
年
額
十
八
万
円
未
満
の

か
た
や
、
年
度
の
途
中
で
六
十
五

歳
に
な
っ
た
か
た
、
ほ
か
の
市
町

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
、
修
正

申
告
な
ど
で
保
険
料
の
段
階
が
変

更
に
な
っ
た
か
た
な
ど
は
、
普
通

徴
収
（
納
付
書
か
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
）
と
な
り
ま
す
。 

※
六
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
と

き
な
ど
普
通
徴
収
の
開
始

と
な
る
か
た
に
は
、
口
座

振
替
依
頼
書
を
同
封
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続

き
さ
れ
て
か
ら
開
始
ま
で

に
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

手
続
き
さ
れ
た
月
は
納
付

書
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
介
護
保
険
料
の
納
め
方

▼
介
護
保
険
料
の
納
め
方 
▼
介
護
保
険
料
の
納
め
方

▼
介
護
保
険
料
の
納
め
方 
▼
介
護
保
険
料
の
納
め
方 

介護報酬改定後の保険料額　47,100円  →  交付金による軽減後の保険料額　46,400円 

京丹後市の介護保険料基準額 

▼
介
護
保
険
料
の
決
め
方

▼
介
護
保
険
料
の
決
め
方 

▼
介
護
保
険
料
の
決
め
方

▼
介
護
保
険
料
の
決
め
方 

▼
介
護
保
険
料
の
決
め
方 

▼
介
護
保
険
と
は

▼
介
護
保
険
と
は 

▼
介
護
保
険
と
は

▼
介
護
保
険
と
は 

▼
介
護
保
険
と
は 

▼
介
護
保
険
の
財
源
は

▼
介
護
保
険
の
財
源
は 

▼
介
護
保
険
の
財
源
は

▼
介
護
保
険
の
財
源
は 

▼
介
護
保
険
の
財
源
は 



平成21年4月 平成21年4月 

介 

護 

保 

険 

料 

京
都
府
の
ひ
ろ
ば 

25 24

京都府の 
ひろば 

　平成20年9月号から、京
都府で取り組まれています
市民生活にかかわる事業な
どについてご紹介しています。 

国民文化祭・京都2001・1000日前 
カウントダウンイベントを開催（2月1日・JR京都駅） 

   

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
始
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
（
相
談
窓
口
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
更
新

申
請
な
ど
の
手
続
き
は
長
寿
福

祉
課
で
行
い
ま
す
） 

               

要
支
援
１
・
２
の
か
た
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
要

介
護
１
以
上
の
か
た
は
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。
（
自

己
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
） 

介護保険で利用できるサービス 

※住宅改修を利用される場合は、事前に申請書の提出が必要です。申請には、工事費の明細がわかる見積書、改
修前の写真や住宅改修が必要な理由書などの書類を添付します。 

（住宅改修をされる場合は、担当のケアマネジャーや、地域包括支援センターなどの相談窓口でご相談ください） 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
心
身
の

健
康
保
持
と
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、保
健
医
療
の
向
上
・
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
し
て
お
り
、主
に
次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は 

  

　
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
介
護

予
防
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

  

　
地
域
の
高
齢
者
の
総
合
的
な

相
談
窓
口
と
な
り
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
ぎ
ま
す
。 

     

　 

 

　
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
な

ど
高
齢
者
の
か
た
の
権
利
擁
護

に
努
め
ま
す
。 

   

　
困
難
事
例
の
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、
地
域
の
介
護
支
援
専
門

員
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

   

地域包括支援センター（蕁 69-0330） 
　大 宮 分 室（蕁 69-0712） 
　網 野 分 室（蕁 69-0713） 
　丹 後 分 室（蕁 69-0714） 
　弥 栄 分 室（蕁 69-0715） 
　久美浜分室（蕁 69-0716） 

　地域包括支援センターは、福祉事務所の
長寿福祉課内にあるほか、分室を峰山を除
く各市民局に設置しています。 

介
護
予
防

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

介
護
予
防

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

総
合
相
談
支
援
業
務

総
合
相
談
支
援
業
務 

総
合
相
談
支
援
業
務

総
合
相
談
支
援
業
務 

総
合
相
談
支
援
業
務 

包
括
的

包
括
的
・
継
続
的

継
続
的 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

ト
支
援
業
務 

包
括
的

包
括
的
・
継
続
的

継
続
的 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

ト
支
援
業
務 

包
括
的
・
継
続
的 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務 

権
利
擁
護
業
務

権
利
擁
護
業
務 

権
利
擁
護
業
務

権
利
擁
護
業
務 

権
利
擁
護
業
務 

訪問を受けて利用するサービス 
○訪問介護（ホームヘルプ） 
○訪問入浴介護 
○訪問リハビリテーション 
○訪問看護 
○居宅療養管理指導 

○福祉用具貸与 
○特定福祉用具販売（購入費の支給） 
○住宅改修費の支給（※） 

居宅での暮らしを支えるサービス 

○介護老人福祉施設 
○介護老人保健施設 
○介護療養型医療施設 

施設に入所する 

○通所介護（デイサービス） 
○通所リハビリテーション（デイケア） 

施設に通って利用するサービス 

○夜間対応型訪問介護 
○認知症対応型通所介護 
○小規模多機能型居宅介護 
○認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 
○地域密着型特定施設入居者生活介護 
○地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

住み慣れた地域での生活を支援 

○短期入所生活介護（ショートステイ） 
○短期入所療養介護（ショートステイ） 
○特定施設入居者生活介護 

施設に入所して利用するサービス 

サービスの 
実施 

サービスの 
実施 

サービスの 
実施 

申 請 

調 査 

審 査 

計 画 認
定
結
果
に
基
づ
き
、 

計
画
作
成
の
事
業
所
が 

異
な
り
ま
す 

　
「
国
民
文
化
祭
」
と
は
、
日
本
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や

団
体
が
集
ま
っ
て
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
、
交
流
す
る
た
め
、
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
「
文
化
」
や
「
人
」
が
集
ま
る
「
国
内
最
大
の
文
化
祭
典
」
で
す
。 

　
平
成
二
十
三
年
度
は
、
京
都
府
を
会
場
に
同
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
の
九
日
間
に
わ
た
り
、
府
内

各
地
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

お問い合わせ先 
　第26回国民文化祭京都府実行委員会事務局 
　蕁075-414-4225　　FAX.075-414-5137 
　ホームページ ： http://www.pref.kyoto.jp/kokubunsai/ 
　Eメール ： kokubunsai@pref.kyoto.lg.jp

   

         

　
み
な
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
味
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
。
ピ
ア
ノ
、
絵
画
、
写
真
、

お
花
、
お
茶
、
ダ
ン
ス
、
囲
碁
…
。
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
活
動
に
日
々
参
加
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を

さ
れ
て
い
る
か
た
が
、
平
成
二
十
三
年
に
京

都
府
に
集
ま
り
、
披
露
し
、
交
流
す
る
「
国

民
文
化
祭
」
が
京
都
府
内
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

　
国
民
文
化
祭
の
開
催
種
目
は
、
文
芸
（
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
）、
音
楽
（
吹
奏
楽
、

民
謡
、
合
唱
、
室
内
楽
な
ど
、
演
劇
、
美
術

（
洋
画
、
日
本
画
、
彫
刻
、
陶
芸
、
工
芸
、
書
、

写
真
な
ど
）
、
舞
踊
、
伝
統
文
化
（
吟
詠
剣

詩
舞
道
、
邦
楽
、
民
謡
・
民
舞
、
民
俗
芸
能
、

日
本
舞
踊
な
ど
）
、
生
活
文
化
（
茶
道
、
華

道
、
将
棋
、
囲
碁
な
ど
）
な
ど
の
全
国
規
模

の
大
会
を
は
じ
め
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文

化
の
交
流
や
独
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
、
府
内
各
地
の
市
町
村

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
京
都
府
で
は
、
府
内
の
市
町
村
と
の
連
携

の
も
と
、
国
民
文
化
祭
の
開
催
に
向
け
た
準

備
を
始
め
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
三
月
末

に
は
、
府
内
市
町
村
で
の
開
催
種
目
も
内
定

し
、
京
丹
後
市
を
は
じ
め
丹
後
管
内
の
各
市

町
に
お
い
て
も
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
国
民
文
化
祭
を
ご
存
じ
で
な
い
か
た
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
出
演
す
る
、
作
品
を
応

募
す
る
、
鑑
賞
し
て
文
化
に
浸
る
な
ど
、
だ

れ
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
参
加
い
た
だ
け

る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
国
民
文
化
祭
を
機
会
に
全
国
と
の
文

化
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

に
文
化
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
、
ご
一
緒
に
国
民
文
化
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
企
画
振
興
室 

　
　
　
　
　  

（
蕁
六
二
ー
四
三
〇
〇
） 

国民文化祭 
京都2011

　「第26回国民文化祭・京都2011」を広く知ってい
ただき、京都文化に親しんでもらえるよう、マスコット
キャラクターを募集しています。 
　・ どなたでもご応募いただけます。 
　・ 締め切りは、５月22日（金）です。 
　・ 採用作品は、着ぐるみやグッズに使用します。 
　・ 最優秀賞には、賞金10万円と京都ならではギフト
　　をプレゼント 
　※詳しくは、ホームページをご覧ください。 

平
成
23
年
に 

国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１ 

国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１ 

〜
開 

催
〜 

マスコットキャラクター・デザインを募集 マスコットキャラクター・デザインを募集 マスコットキャラクター・デザインを募集 



平成21年4月 平成21年4月 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

27 26

生活機能評価受診者数 
生活機能低下あり数 
認知症予防項目要注意者 

5,118 
276 
136

5,409 
1,321 
554

4,021 
1,021 
430

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

　
介
護
予
防
の
た
め
の
検
診｢

生
活
機
能
評
価｣

の
結
果
、
認
知
症
予
防

の
項
目
が
〝
要
注
意
〞
と
な
る
か
た
は
、
〝
生
活
機
能
低
下
あ
り
〞
と
判

定
さ
れ
た
か
た
の
約
四
〇
㌫
を
占
め
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が

い
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
り
、
言
葉
が
す
ん
な
り
出
て
こ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
だ
れ
し
も
経
験
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
で
は
、
だ
れ
も
が
高
齢
に
な

る
と
認
知
症
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
い
い
え
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
脳
は
使
え
ば
使
う

ほ
ど
活
性
化
さ
れ
て
、
機
能
が

高
ま
る
臓
器
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
物
事

に
思
慮
深
く
な
っ
た
り
、
感
情

が
豊
か
に
な
る
の
は
、
脳
神
経

細
胞
の
連
絡
網
が
豊
か
に
な
り

各
分
野
の
連
係
プ
レ
ー
が
高
ま

る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
発
達
す

る
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
、
豊
か

な
実
り
あ
る
熟
年
期
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 

※H19年度から「特定高齢者（生活機能低下あり）」の判定基
　準が変更されています。 

※H20年度は概数のため目安としてください。 

※生活機能調査の25項目のうち、認知症予防項目は、No.18～
　20であり、3項目の内いずれかに該当した場合に要注意者と
　なります。 

生活機能調査票（抜粋） 
No.18　周りの人から｢いつも同じ事を聞く｣など
　　　  物忘れがあると言われますか 

⇒「はい」 
No.19　自分で電話番号を調べて、電話をかけ
　　　  ることをしていますか 

⇒「いいえ」 
No.20　今日が何月何日かわからないときがあり
　　　  ますか 

⇒「はい」 

　
認
知
症
は
、
脳
の
知
的
な
働

き
が
阻
害
さ
れ
、
社
会
や
家
庭

生
活
に
支
障
を
き
た
す
「
病
気
」

で
す
。 

　
認
知
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、
原
因
や
治
療
方
法

が
異
な
り
ま
す
。
早
期
に
発
見

し
て
正
し
く
治
療
す
る
こ
と
で
、

症
状
が
改
善
し
た
り
、
進
行
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何

よ
り
も
、
健
康
な
身
体
を
保
ち
、

脳
を
使
う
生
活
を
す
る
こ
と
で

予
防
で
き
ま
す
。 

　
認
知
症
に
必
ず
現
れ
て
く
る

症
状
と
し
て
は
「
記
憶
障
害
」

で
す
。
認
知
症
の
診
断
に
も
必

要
な
症
状
で
あ
り
、
初
期
の
段

階
で
現
れ
る
の
で
、
認
知
症
発

見
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
た

ら
、
専
門
医
や
相
談
窓
口
に
早

め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

新しい事柄が覚えられない。 
昔の記憶や人や物の名前が思い出せない。 
普段できていた行為ができなくなったり、 
いつも使っている道具が使えなくなる。 
目の前の人や物を見ても何かがわからな 
くなる。 
物事の段取りや計画が立てられない。 

いらいらして落ち着かない。 
気分が沈んで、抑うつになる。 
眠れない。（不眠） 
夜中に騒ぎ出したり、実際にない物が見 
えたり聞こえたりする。 
ウロウロと歩き回る。 
目の前にある物は何でも食べてしまう。 

必ずみられるおもな症状必ずみられるおもな症状 必ずみられるおもな症状 

個人差のある症状個人差のある症状 個人差のある症状 

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症 

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う 

適
度
な
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う 

食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

身
の
回
り
の
こ
と
は 

　
　
　
自
分
で
し
ま
し
ょ
う 

「
読
み 

・ 

書
き 

・ 

計
算
」・ 

「
音
読
」・「
話
す
」 

で
脳
を
鍛
え 

 

ま
し
ょ
う 

「
笑
い
」
の
あ
る
生
活
を
送
り 

  

ま
し
ょ
う 

　
脳
を
使
っ
て
こ
こ
ろ
も
体
も
活
き
活

き
と
し
た
心
豊
か
な
毎
日
を
送
り
、
健

康
長
寿
の
人
生
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

5

1

234

6

7

高 

で 食 運 普 

毎 簡 

家 そ 

　 

         

 

血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど

の
病
気
は
、
動
脈
硬
化
を
進
め
ま
す
。

治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
喫
煙
は
全
身
の
血
液

循
環
を
悪
く
し
、
動
脈
硬
化
も
進
め
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
卒
煙
も
考
え
ま
し

ょ
う
。 

 

  

き
る
だ
け
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、

適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

  

 

動
は
、
全
身
を
動
か
し
て
血
行
を
よ

く
す
る
も
の
と
、
指
先
を
使
っ
た
り

ル
ー
ル
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。 

   

事
は
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う(

腹
八
分
目)

、

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
摂
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
次
の
食
品
は

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

　
▼
背
の
青
い
魚 

　
　
神
経
細
部
の
修
復
や
活
性
化
に
役
立

つ
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
多
く
含
み
ま
す
。 

　
▼
レ
バ
ー
・
ご
ま
・
ナ
ッ
ツ
類 

　
　
血
管
を
丈
夫
に
し
た
り
集
中
力
を
高

め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
・
Ｂ
12
を
多
く
含

み
ま
す
。 

    

段
か
ら
行
っ
て
い
る
日
常
の
行
為
は
、

気
が
つ
か
な
い
間
に
脳
を
使
っ
て
い

ま
す
。
「
今
日
着
る
服
を
選
ぶ
」
、｢

お
化
粧

や
整
髪
を
す
る｣

、「
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
て
買
物
を
す
る
」
、
「
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
立
て
て
効
率
よ
く
行
動
す
る
」
な
ど
、

何
気
な
い
行
動
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時
間
と

場
所
、
場
合
に
あ
っ
た
方
法
）
を
考
え
て

工
夫
し
た
り
段
取
り
を
考
え
た
り
し
て
行

動
し
て
い
ま
す
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
に
続

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

     

日
、
新
聞
を
た
だ
目
で
追
っ
て
読

む
だ
け
で
は
な
く
声
を
出
し
て
読
む
。

気
に
入
っ
た
記
事
を
紙
に
書
き
出
す
。

ま
ず
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
出
し
、
次
に

漢
字
に
し
て
書
き
直
し
、
さ
ら
に
書
き

出
し
た
文
章
を
音
読
す
る
と
、
よ
り
効

果
が
増
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
（
参
考
・
川
島
隆
太
（
東
北
大
学
加
齢
医
学
研

究
所
教
授
）
著
「
脳
を
鍛
え
る
新
聞
の
読
み
か

た
」） 

 

　
単
な
計
算
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
販
の
計
算
ド
リ
ル
を
活
用
す
る

も
よ
し
、
新
聞
や
広
告
な
ど
に
載
っ
て

い
る
数
字
を
足
し
算
、
引
き
算
し
て
み
る
。

家
計
簿
を
つ
け
る
の
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

例
え
ば
電
気
代
だ
け
と
か
、
食
料
品
だ

け
な
ど
、
一
部
を
計
算
す
る
だ
け
で
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
複
雑
な
計
算
よ
り
簡

単
な
計
算
の
ほ
う
が
、
脳
を
よ
り
活
発

化
す
る
よ
う
で
す
。 

　
族
や
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
は
、
相
手
の
表
情

を
み
て
気
配
り
を
し
た
り
、
言
葉
の
使

い
方
を
工
夫
す
る
な
ど
、
脳
を
た
く
さ

ん
刺
激
し
ま
す
。
ま
た
、
感
情
の
交
流

も
で
き
、
脳
を
活
性
化
す
る
と
同
時
に

よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
の
交
流
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
の
ほ
か
に
も
、
囲
碁
や
将
棋
、
パ

ズ
ル
、
生
け
花
、
料
理
な
ど
頭
を

使
い
創
造
的
な
趣
味
を
持
つ
、
旅
行
の

計
画
や
仲
間
と
の
集
い
の
場
を
つ
く
る

な
ど
、
段
取
り
を
す
る
こ
と
を
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
成
功
し
な
く
て
も
行
動

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

    

う
と
脳
が
刺
激
さ
れ
て
脳
内
の
血
流

が
増
え
、
脳
細
胞
の
働
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
己
免
疫
力
が
高
ま

り
病
気
に
も
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
何

よ
り
も
ス
ト
レ
ス
が
発
散
で
き
、
周
囲
の

人
間
関
係
も
よ
く
な
り
ま
す
。「
笑
う
門
に

は
福
来
る
」
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。 

笑 

　
認
知
症
を
予
防
す
る
に
は
、
何
よ
り

も
健
康
な
身
体
と
脳
を
使
う
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
始
め
ま
し
ょ
う
。 

………………… ………………………… 

あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一方、

お名前や住所などの連絡先の記

入のないものにつきましては、

市のホームページおよび広報紙

でお答えすることとしています。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やか

にお返しするために、住所をは

じめ、お名前・連絡先などをぜ

ひご記入ください。 

平成21年4月 平成21年4月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

29 28

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

休業中の開発設計力研修の様子 

 

　 

  

　
丹
後
で
少
子
化
が
進
む
中
、
幼
保
一
体

化
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
余
分

な
人
員
と
多
大
な
事
務
量
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
三
歳
以
上
は
こ
れ
ま
で
の
保
育

所
の
募
集
・
入
所
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
、
〇
・
一
・
二
歳
の
保
育
や
土

曜
日
の
延
長
保
育
、
十
九
時
ま
で
の
延
長

保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

     

　
市
で
は
、
保
育
と
教
育
の
一
体
的
な
運

営
が
幼
児
の
総
合
的
な
成
長
の
た
め
に
有

効
で
あ
る
と
考
え
、
現
在
、
建
設
中
の
間

人
保
育
所
と
豊
栄
保
育
所
の
統
合
保
育
所
で
、

幼
稚
園
を
併
設
し
た
幼
保
一
体
の
運
営
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
幼
稚
園

を
旧
町
ご
と
に
設
置
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
一
体
的
な
整
備
に
よ
り
保

育
と
教
育
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と

と
も
に
、
副
次
的
に
も
建
設
費
や
運
営
費

を
削
減
す
る
効
果
も
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
〇
歳
、
一
歳
や
二
歳
児
の
保
育

や
土
曜
日
の
午
後
保
育
・
延
長
保
育
な
ど

の
保
育
ニ
ー
ズ
は
、
保
護
者
の
か
た
の
就

業
形
態
の
多
様
化
に
伴
い
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
公
立
保
育
所
だ
け
で
す
べ
て

の
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
は
限
界

も
あ
り
、
そ
の
対
応
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、

市
立
保
育
所
の
一
部
を
社
会
福
祉
法
人
へ

運
営
委
託
し
、
休
日
保
育
や
夜
間
保
育
を

行
う
な
ど
、
保
育
内
容
の
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
そ
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
保
育
ニ
ー
ズ
を
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
確
実
に
制
度
化
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
子
育
て
支
援
課
】 

   

　
金
融
危
機
の
影
響
で
世
界
・
日
本
・
丹

後
で
派
遣
の
打
ち
切
り
、
リ
ス
ト
ラ
の
深

刻
な
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
で

も
緊
急
雇
用
対
策
の
取
り
組
み
を
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
雇
い
止
め
、
倒
産
、
失
業

者
へ
の
積
極
的
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

              
　
急
激
な
原
油
、
原
材
料
の
高
騰
、
世
界

的
な
金
融
危
機
に
よ
る
株
価
下
落
と
円
高

に
よ
り
、
日
本
経
済
も
景
気
後
退
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
本
市
に
お
い
て
も
、
堅
調
で
あ
っ
た
機

械
金
属
工
業
へ
の
景
気
減
速
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
本
市
の
中
小
企
業
者
の

か
た
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
た
い
へ
ん

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

次
の
主
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

■
休
業
を
活
用
し
た
解
雇
の
徹
底
予
防
を

図
る
た
め
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

成
金
を
創
設
し
、
休
業
中
の
給
与
の
国
に

よ
る
五
分
の
四
の
支
援
に
加
え
て
、
市
に

よ
り
五
分
の
一
を
支
援
し
、
雇
用
の
確
保

と
雇
用
主
の
か
た
の
経
費
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。 

■
「
丹
後
・
知
恵
の
も
の
づ
く
り
パ
ー
ク
」

と
連
携
し
て
、
休
職
、
離
職
中
に
お
け
る

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
活
用

し
た
教
育
訓
練
が
実
施
で
き
る
環
境
整
備

を
推
進
し
ま
す
。 

■
信
用
保
証
料
補
助
お
よ
び
借
入
金
利
子

補
給
金
を
抜
本
拡
充
し
て
、
中
小
企
業
者

の
か
た
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。 

■
市
営
住
宅
修
繕
工
事
を
前
倒
し
て
実
施

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
職
員
全

員
営
業
マ
ン
活
動
に
よ
る
市
内
中
小
企
業

へ
の
訪
問
活
動
お
よ
び
経
営
支
援
に
全
力

を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
国
的

に
中
小
企
業
に
対
す
る
資
金
繰
り
へ
の
懸

念
が
広
が
る
中
、
市
内
金
融
機
関
に
対
し

て
京
丹
後
市
商
工
会
と
連
名
で
中
小
企
業

へ
の
円
滑
な
資
金
供
給
を
実
施
し
、
貸
し

渋
り
を
行
わ
な
い
よ
う
に
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
国
の
施
策
を
有
効
か
つ
積
極

的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
失
業
者
の
防
止
、

緊
急
雇
用
対
策
な
ど
で
き
る
限
り
の
施
策

に
真
剣
か
つ
早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
商
工
振
興
課
】 

    

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、

東
京
都
世
田
谷
区
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
か
た
の
世
帯
に
無
料
で
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
し
た
。
京
丹
後
市
に
も
東

京
都
世
田
谷
区
と
同
様
の
制
度
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
の
か

た
の
世
帯
に
無
料
で
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。  

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
　
男
性
】 

    

　
ご
要
望
の
件
に
つ
い
て
は
、
住
宅
火
災

か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

の
高
齢
者
世
帯
は
、
五
千
五
百
七
十
二
世
帯
、

障
害
者
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
か
た
が

四
千
二
百
二
十
三
人
お
ら
れ
、
市
内
全
体

で
対
象
世
帯
が
膨
大
な
数
に
な
り
、
東
京

都
世
田
谷
区
と
同
様
に
火
災
警
報
器
を
無

料
で
配
布
す
る
と
い
う
こ
と
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

　
京
丹
後
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
平
成

二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
火
災
警

報
器
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
の
で
、

市
と
し
て
も
そ
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
か
た
の
世

帯
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
か
た
、

重
度
の
障
害
者
の
か
た
が
お
ら
れ
る
世
帯

な
ど
対
象
者
要
件
に
あ
う
世
帯
の
か
た
に
は
、

申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、「
日
常
生
活

用
具
」
の
一
つ
と
し
て
給
付
さ
せ
て
い
た

だ
く
制
度
も
あ
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

か
た
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
ご
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
　
　【
障
害
者
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
課
】 

   

　 

  

　
各
庁
舎
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
無
線
局
が
設
置
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
万
が
一
の
時
、
コ
ー
ル
サ
イ

ン
が
分
か
ら
な
い
と
呼
び
出
し
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
各
庁
舎
の
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
の
コ
ー
ル
サ

イ
ン
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
京
丹
後
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
局

の
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京
丹
後
市
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

災
害
時
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
平
常
時
か
ら
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
業
務
と
し
て
の
電
波
調

査
や
情
報
収
集
訓
練
の
実
施
の
た
め
、
ま
た
、

有
事
の
際
の
有
効
な
通
信
手
段
の
一
つ
と

し
て
、
こ
の
ほ
ど
免
許
が
下
り
た
と
こ
ろ

で
す
。 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
ご
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
す
べ
き
で
し
た
が
周
知
で
き
て

お
ら
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
各
庁
舎
無
線
局
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
は
、

次
の
と
お
り
で
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
総
務
課
】 

ご
意
見
の
回
答
課
は
、市
役
所
の
組
織
・

機
構
改
編
前
に
回
答
し
た
も
の
は
改
編

前
の
担
当
課
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な
ど

を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

  アマチュア無線クラブ 
京丹後市役所峰山庁舎 
京丹後市役所大宮庁舎 
京丹後市役所網野庁舎 
京丹後市役所丹後庁舎 
京丹後市役所弥栄庁舎 
京丹後市役所久美浜庁舎 

識別番号 
JL3YTF 
JL3YTG 
JL3YTH 
JL3YTI 
JL3YTJ 
JL3YTK

各庁舎のコールサイン 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

Ｑ 
保
育
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て 

Ｑ 
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
の
か
た 

の
世
帯
へ
の
火
災
警
報
器
の
設 

置
に
つ
い
て 

Ｑ 
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
に
つ
い
て 

Ｑ 
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て 

A
要
件
に
あ
う
世
帯
の
か
た
に
は
「
日 

常
生
活
用
具
」
の
一
つ
と
し
て
給
付 

さ
せ
て
い
た
だ
く
制
度
も
あ
り
ま
す 

A
市
民
の
み
な
さ
ん
の
保
育
ニ
ー
ズ 

を
制
度
化
し
、保
育
内
容
を
充
実 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す 

A
失
業
者
の
防
止
、緊
急
雇
用
対
策
な 

ど
で
き
る
限
り
の
施
策
に
真
剣
か
つ 

早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す 

A
各
庁
舎
の
無
線
局
の
コ
ー
ル
サ 

イ
ン
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広 

く
周
知
し
て
い
き
ま
す 
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31 30

人 

事 

異 

動 

人 

事 

異 

動 

 
西山　茂門 
大木　義博 

藤原　晃史 
 

木闢　敬輝 
平田友美子 
小倉　信治 
 
 
 
 
藤村　信行 
木村　嘉充 

河島　守男 
 

川口　誠彦 
高橋　尚義 
竹内　昌明 
野木　秀康 
三本　智之 
井上　浩一 
今西　靖佳 
吉岡　敬恭 
戸石　善雅 
木村　裕一 
道家　城作 
藤田　敏弘 
田中　繁生 
井上　和也 
糸井　邦佳 
中村　和幸 
川戸　泰博 
志村　和弘 
金木　泰憲 
川村　義輝 
和田　佳子 
小石原正和 
永井　千裕 
櫻井　 武 
小國　敏野 
山根　直樹 
小西智恵子 
溝口　容子 
　平　 勝行 
佐川　清隆 

 
田中　一郎 
藤原　孝司 

糸井　 錦　 
（財政課課長兼務） 

中西　俊彦 
（行財政改革推進課兼務） 

西村　智里 
松川　秀之 
三浦　大作 
大江　敦博 
中山　彰人 
松井　邦行 
葛原　睦民 
田中　寿夫 
磯田　新也 
大門　友美 
小石原康夫 
吉村　 真　 
安田　悦雄 
木本　貴文 
川口　悟史 
中江　孝吏 
山闢　淳之 
山形　健一 
下岡耕一郎 
中田　裕雄 
河田　英雄 
松闢　良幸 
宮本　富夫 
吉岡　朝美 
中川　正明 
田宮　 均　 
坂戸　清幸 
志村　吉宗 
大槻　秀明 
梅田研二郎 
中村　正人 
　西　 智宏 
鈴木　琢夫 
清水　和則 
小北　景子 
西村　彩子 
千賀　 誠　 
片西　 優　 
和田慎太郎 

 
嶋田　圭悟 
山添　力也 
田宮佐知子 
中西　悦男 

中西　和義 
（市総合サービス株式会社派遣） 

辻村　 実　 
服部　 忍　 
和田　道雄 

安岡　克己 
（久美浜市民局長兼務） 

石嶋　政博 
（市民協働課長兼務） 

小出　光祐 
野村　正彦 
西垣善太郎 
山崎　 力　 
田村美乃枝 
上田　雅彦 
川口　敏一 
中地　尚津 
小林　宏美 
堀江　幹也 
大江　 裕　 
大木　香織 
和田　有香 
藤田　美紀 
　橋　 智子 

藤田　竹彦 
（網野衛生センター長兼務） 

平林　清市 
小山　 孝　 
岡田　英二 
土井　一弘 
　森　 敏昭 
仲村　孝次 
牧野　政雄 
野村　祥二 
吉岡　徳夫 
柿本　秀樹 
安藤　政夫 
太田　耕作 
荻野　正樹 
吉田　茂喜 
山下　 琢　 

 
吉岡喜代和 
金盛　俊幸 
平井　一弘 
山下　初乃 
赤松　 栄 
友松　尚文 
岡田　昌子 
　堀　 敏郎 
富永　理恵 
野村　夕子 
小石原弘通 
砂井　友紀 
後藤　圭治 
石田　雄一 
松本　隆雄 
寺田　一雄 
上羽　 清 
高野美加代 
金子　知子 
西川　隆貴 
土田　正幸 
岩城　宏之 
橋本　将彦 
　沖　　学 
太田　弘保 
白杉　千春 
中邑　正樹 
矢野　典一 
鈴木　常敏 
河嶋　英一 
安達真里子 
闍田　 洋 
大同　敏剛 
寺田　絢子 
岸本　英志 
松本　行弘 
谷口　栄司 
沖佐々木富枝 
給田まゆみ 
小山　 登 
松本　智子 
志水　直美 
野村　知希 
野木　 薫 
吉野　 勝 
　東　 和彦 
木下　俊夫 
森本　辰朗 
千賀裕美子 
江上　弘司 
吉岡　裕二 
広瀬　正二 
山副ゆかり 
高田なぎさ 
給田　周作 
松梨　裕治 

 
山副佳代子 
小林　泰嘉 
松村　清美 
坪倉　正樹 
吉岡　恵美 
蒲田　幸宏 
安積智代美 
田中　弘人 
小谷　和広 
　秦　 祐康 
月岡　良子 
平林　正明 
門下　保夫 
岩田　和美 
長砂　浩基 
野村　英樹 
小幡　秀子 
野村　 弘　 
田中沙智代 

金久　和幸 
（百歳健康長寿推進担当兼務） 

山副　隆司 
梅田　純市 
西山　真澄 
梅田　和幸 
寺田　知博 

 
吉岡加代子 
上田　弘子 
末次　昭夫 
安田　 勉　 
森岡　芳信 
宮本　 茂　 
平林　克也 
谷口　敏典 
新谷　千歳 
小坂　貴寛 
安達　 純　 
佐川　直美 
宇野　祥子 
藤村　貴俊 
中道　洋介 
大久保　亨　 
川戸　一生 
西井喜代美 
小谷　要子 
亀田真奈美 
田辺　美幸 
野村　俊彰 
城下　智美 

糸井　嘉彦 
（百歳健康長寿推進チーム長兼務） 

鬼束　良子 
中村八寿子 

野田　昭男 
（百歳健康長寿推進副チーム長兼務） 

 
織戸　正美 
土出　美幸 
吉田　千春 
池部えり子 
奥田　 誠 
中西　陽一 
丸山　亨子 
大澤　和子 
増田　裕貴 
由良　茂樹 
島田真由美 
服部　智昭 
高橋　典子 
安達　玲子 
小谷美保子 
中川　映子 
吉野　智子 
竹内　歩己 
水口　奈菜 
川口　富義 
味田　伸一 
荒田美智子 
松本　裕子 
安田　啓子 
田茂井和子 
大江八千代 
吉田　真理 
坂戸　留美 
田中　順子 
橋本　知美 
藤村　 綾 
松下　恵美 
蒲田有希子 
村田加代子 
吉岡めぐみ 
宮地　博子 
小森　宏子 
吉野　知己 
野村亜紀子 
田中佐妃子 
井上　朋恵 
小西佐都美 
永島　弘子 
古橋　伸一 
松下　栄子 
藤野　 均 
田畑　恵子 
引野　佳子 
吉岡ひろみ 
中村亜希子 
森野　恵子 
蒲田　真穂 
村田　雅之 

 
 
（新規採用） 
（新規採用） 
課長 

主幹 
 

課長補佐 
 
部長 

市民部理事 
 

市民部理事 
 

課長 
主幹 
主幹 
主幹 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センター長 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課長補佐 

田上　 実 

※保育所・放課後児童クラブ支援、家庭子ども
　相談室、児童手当、少子化対策、ファミリー
　サポートセンターなどの業務は、４月から「子ど
　も未来課（大宮庁舎内）」で行っています。 

※国民健康保険、国民年金、老人・母子・父子・
　障害者・子ども医療、後期高齢者医療制度
　などの業務は、4月から「保険事業課（峰山・
　福祉事務所内）」で行っています。 

 

議会総務課 

 

 

 

秘書広報 
　広聴課 

 

 

 

 

 

企画政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報政策課 

 

 

 

 

 

 

 

総務課　 

 

 

 

 

 

 

 

人事課 

 

人事課 

 

 

 

財政課 

 

 

 

 

 

 

管財 
・収納課 

 

 

 

入札契約課 

 

 

 

 

 

税務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税務課 

 

 

行財政改革 
　　推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹野川 
衛生センター 

 

網野 
衛生センター 

 

 

 

 

 

竹野川斎場 

大宮最終処分場 

網野最終処分場 

 

市民協働課 

 

子ども未来課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大宮市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網野市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥栄市民局 

 

弥栄市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

久美浜市民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療政策課 

 

 

 

 

 

管理課 

 

生活福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

長寿福祉課 

 

 

 

 

長寿福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険事業課 

 

 
課長補佐 
 

市長直轄理事 
（秘書広報広聴課長兼務） 

 
 
（新規採用） 
 

 

 

課長 
主幹 

課長補佐 
（丹後地区広域市町村圏事務組合派遣） 

課長補佐 
課長補佐 
 
 
（KTR派遣） 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
（新規採用） 
課長 
課長補佐 
課長補佐 

 
 
部長 

財務部理事 
 

課長補佐 
 

 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
 
 
 
課長 
課長補佐 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（税共同化派遣） 
（府自治振興課派遣） 
 

 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
局長 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
局長 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
局長 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
局長 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
局長 

 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
局長補佐 
局長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 

部長 
 

課長 
課長補佐 
 
 
 
 
 
部長 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 

課長 
 

課長補佐 
課長補佐 

課長補佐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新規採用） 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 

企画総務部次長 
（企画総務部長心得） 
（危機管理監兼務） 
（総務課長兼務） 

議会事務局 
 
 
市長直轄 
 
 
 
 
企画総務部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企画総務部 
 
財務部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財務部 
 
 
 
 
 
 
 
 
市民部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医療部 
 
 
 
 
 
 
弥栄病院事務部 
 
健康長寿福祉部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康長寿福祉部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職 員 配 置 表  職 員 配 置 表  職 員 配 置 表  

※役職は、係長以上を付記 

　4月1日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。 
　4月の組織・機構改革に際し、部長を補佐し、部の事務を総括管理する職として、新たに「次長」（部長級）と「部理事」
（筆頭課長級）を配置します。（掲載は異動者のみとしています。なお、新規採用した職員のうち、平成21年3月1日現在で
「採用に必要な資格を取得見込みであった者」などの一部の職員配置については、本紙5月号に掲載します） 



平成21年4月 平成21年4月 

人 

事 

異 

動 

人 

事 

異 

動 

33 32

船戸　暢子 
藤野　雪子 
堀江　淳子 
渡利　知里 

梅田　幸子 
（丹後幼稚園長兼務） 

浜上　玉恵 

室野めぐみ 
（丹後幼稚園兼務） 

高尾　智美 
（丹後幼稚園兼務） 

澤田理絵子 
中村　真子 
小倉　智子 
山内　範子 

岡田　久子 
（上宇川保育所長兼務） 

佐々木真由美 
（上宇川保育所兼務） 

畑中　ゆみ 
（上宇川保育所兼務） 

谷岡　朝子 
（下宇川保育所兼務） 

　澤　 淳子 
平井　ゆり 
田辺　久代 
小牧　貞子 
松闢美穂子 
榎本　敬子 
河島　弥生 
橋本　真理 
松本佳代子 
小松　靖幸 
井尻　照子 
小井根直美 
田中　時子 
尾崎　厚子 
金久　和樹 

山添由美子 
坪倉　範子 
木村夏奈子 
　辻　 明美 
籔下　和栄 
梅田千栄子 
大道　恵美 
柴田　淳子 
岡田百吏絵 
安達　京子 
松田　直子 
平井　保子 
引野　和美 
本城　朝子 
段ノ上　香 
大賀美伊子 
田宮　弘子 
西村　文江 
市村偉公子 
小石原眞由美 
和田久美子 
尾崎　直美 

消防課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指令室 

 

 

 

 

予防課 

網野分署 

 

 

 

 

 

 

久美浜分署 

 

 

 

 

 

 
由良　 茂　 
高尾　朋子 
長砂　厚子 
梅田美由紀 
西田　範子 
土井　貞雅 
西川　 充　 
藤原　 緑　 
佐々木友彦 
藤村由美子 
蒲田　早苗 
木成八千代 
倉田　健一 
佐々木博子 
佐野　大裕 

 
田中　靖子 

梅田　幸子 
（丹後保育所長兼務） 

渡利　秀子 
（丹後保育所兼務） 

入江美智子 
（丹後保育所兼務） 

 
 
濱野　泰一 
山下　良之 
金久　昌和 
小森　英志 
吉岡　 穣 
岩田　善雄 
坂本　竜児 

 
山添　勝弘 
堀江　哲平 
中村　真也 
 
永岡　 晃 
堀江　正男 
富田　 良 
野村　和孝 
三宅　英樹 
吉岡　哲平 
安井　英人 
　原　 光海 
川戸　一太 
小西　圭介 
中西　彰彦 
山本　秀之 
小谷　将貴 
木村　好宏 
芦田　重行 
岩瀬　章二 
安川　郁夫 
松本　欣也 
増田　 淳 
平井　信也 
金子　博文 
山形　昭裕 
渡邊登世浩 
沖田　 護 
山本　景一 
池口　直弘 
篠村　直樹 
　辻　 正男 
田家　彰浩 
木下　夢大 
藤野　光磯 
井上　一彦 
大澤　友成 
大森　 茂 
浅田　智成 
後藤　真哉 

緒方　和之 
 

辻田　壽男 
 

廣野　勝義 

 
糸井　正彦 
西村誠志郎 
小森　康弘 
吉田　玉樹 
蒲田　真好 
岩闢　浩一 
岡本有希子 
大久保貴教 
吉岡　祐樹 
松本　 優　 
西村　 隆　 
松尾　浩希 
　澤　 学爾 
安井　克弘 
小西　宏和 
森田　正二 
山本　 忍　 
　堀　弥壽彦 
増馬　孝之 
松本　哲朗 
平林　智子 
森岡　利明 
大下順太郎 
梅田　利通 
井上　辰也 
野村　隆文 
小西　晋哉 
松山　 正　 
足達　和則 
永砂　幸作 
小石原吉雄 
下戸　隆男 
下田　浩二 
岡野　 勲　 
川浪周一郎 
　橋　 恭平 
後藤　正明 
田中　英樹 
松田　吉正 
川戸　潤子 
中村　基彦 
新井　清宏 
闍田義一郎 

　森　 勇雄 
（京都産業21派遣） 

柳内　研一 
下戸　裕子 
増田　知裕 
溝尻　尚敏 
志水　丈浩 
宇野　浩嗣 

 
小森　教正 
金木美由紀 
永島　一陽 
引野　雅文 
吉岡　祥嗣 
小林　英樹 
上羽　正行 
田中　涼子 
 
川口　勝彦 
柴田　隆行 
岩闢　英史 
岡崎不二夫 
松井　 稔 
岸田　裕幸 
蒲田　保彦 
堀江　利彦 
安井　逸朗 
中地　慎悟 
岸本　重直 
久代賢一郎 
 
谷口　幸作 
平井　幸夫 
田村真知子 
中川　享一 
田家　正弘 
引野　都夫 
今田　昇一 
池部　繁明 
森戸　 毅 
三浦　直基 
吉岡　敏浩 
吉岡　栄次 
稲岡　信一 
　森　 照樹 
中川　光春 
吉岡　正英 
野村　博史 
田末　好郎 
中江　克典 
永美　崇志 
田家　 学 
芝野　和之 
平林　順一 
大木　利男 
藤原　裕行 
岸本　 忍 
川戸　健治 
松村　英行 
橋本　直樹 
小牧　義直 
山本　亮介 
松本　勝年 
戸根　浩一 
山本　貴之 

 
金子　真一 
野村　 至 
蛭子ひとみ 
後藤　 哲 
片西　美佳 
仲田　昌平 
高野　重隆 
 
増田　卓雄 
金子　隆行 
安達　忠行 
鶴原　義和 
溝尻　美穂 
小石原利和 

三浦　 到 
岡田　美晴 
蒲田　幸造 
糸井　泰夫 
野木　信行 
野村　典男 
松本　喜子 
水口　孝志 
上本あや子 
田中　和司 
松本眞理子 
山本　桂輔 
大江　滋美 
小国　 薫 
藤原　純子 
奥田　 守 
久岡　和代 
吉岡　俊八 
谷口　 譲 
上田　幸二 
　谷　あつ子 
藤村加代子 
井上　敏子 
形山　好恵 
岡田タカ子 
山本　晴子 
藤原　誠一 
由利　福美 
下岡　好子 
淺田　和子 
小幡　恵子 
中村　弓枝 
岡本　京子 
石田佐保子 
本井千加子 
岡田　節子 
辻田　典子 
西闢　芳子 
木村　祥子 
行待恵津子 
三浦　明美 
才本　卓弥 
才本　良子 
　沖　 吉男 
杉本　 哲 
中村　広子 
亀川　明美 

竹野川 
　分遣所 

 
中村　寛子 
薗田　 徹　 
梅田智恵子 

森岡　絹恵 
（医療安全管理室長兼務） 

坪倉　浩美 
大久保栄子 
和久田幸代 

森岡　絹恵 
 

中村　知春 
 

田儀　英昭 
成田　 歩　 
富川　美恵 
木下　幸江 

川端　國旦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

園長 
 

 
 

 

 

所長補佐 
 
 
（新規採用） 

所長 
 

所長補佐 

 
 

 
 
 
 
（新規採用） 
 

所長 
 

 
 

 
 

 
 

 
所長 
 
所長 
 
 
 
 
 
 
所長 
 
所長 
所長補佐 
（新規採用） 

所長 
 
 
 
 
 
 
 
（新規採用） 
所長 
 
所長 
 
所長補佐 
 
 
 
（新規採用） 
 
所長 
 
所長 

（生活環境部　部長） 
（商工観光部　部長） 
（農林水産部　部長） 
（弥栄市民局地域事業課　課長） 
（建設部土木課　課長） 
（久美浜市民局地域事業課　課長） 
（生活環境部環境推進課　課長） 
（丹後市民局市民福祉課　主幹） 
（久美浜市民局市民福祉課　課長補佐） 
（久美浜市民局地域事業課　課長補佐） 
（峰山市民局市民福祉課　課長補佐） 
（上下水道部水道課　課長補佐） 
（弥栄市民局地域事業課　課長補佐） 
（建設部都市計画・建築住宅課　課長補佐） 
（網野市民局市民福祉課） 
（上下水道部水道課） 
（生活環境部医療保険課） 
（生活環境部竹野川衛生センター） 
（生活環境部竹野川斎場） 
（峰山消防署司令室　副司令室長） 
（峰山小学校） 
（長岡小学校） 
（宇川小学校） 
（吉野小学校） 
（野間小学校） 
（峰山中学校） 
（久美浜中学校） 
（峰山保育所　所長） 
（五箇保育所） 
（口大野保育所　所長） 
（善王寺保育所　所長） 
（網野保育所） 
（黒部保育所　所長） 
（溝谷保育所　所長） 
（溝谷保育所） 
（湊保育所） 
（神野保育所　所長） 
（神野保育所） 
（こうりゅう保育所） 
（弥栄病院看護部 看護師長） 
（弥栄病院看護部 看護師長） 
（弥栄病院看護部） 
（弥栄病院看護部） 
（弥栄病院技術部 臨床検査技師長） 
（久美浜病院小児科医師） 
（久美浜病院看護部） 
（久美浜病院看護部） 
 

 

峰山小学校 

 

長岡小学校 

新山小学校 

大宮第一小学校 

網野南小学校 

宇川小学校 

溝谷小学校 

鳥取小学校 

 

峰山中学校 

大宮中学校 

網野中学校 

間人中学校 

久美浜中学校 

 

網野幼稚園 

丹後幼稚園 

部長（新規採用） 
農林水産環境部理事 
（農政課長兼務） 

農林水産環境部付課長 
 
（丹後土地改良区派遣） 

課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新規採用） 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新規採用） 
課長 
課長補佐 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
 
 
部長 
課長 
課長補佐 

課長補佐 
 

課長補佐 
 
 
 
 
 

 
（京都産業21派遣） 
 
 
課長補佐 
 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
（新規採用） 
 
課長 
課長補佐 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課長 
課長補佐 
課長補佐 
課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
副分遣所長 
 
 
警備２係長 

 

診療部 

 

看護部 

 

 

 

 

 

医療安全 
　管理室 

技術部 

 

診療部 

 

看護部 

 
外科医長 
内科医長 
看護部長（名称変更） 

副看護部長 
 

看護師長 
看護師長 
助産師（新規採用） 

室長 
　　　　　（副看護部長兼務） 

作業療法士（新規採用） 
 
内科部長 
整形外科医長 
看護部長（名称変更） 
副看護部長（名称変更） 

 
 
（新規採用） 
（新規採用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
副司令室長 
 
副司令室長 
 
司令３係長 
 
警備１係長 
 
警備２係長 
 
 
 
 
警備１係長 
 
 
 
警備２係長 

 
 
 
 
 
（新規採用） 
 
 
課長 
 
課長 
 
 
事務局長 

 

 

 

 

 

 

農政課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林整備課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海業水産課 

 

 

 

 

 

環境 
バイオマス 
推進課 

 

 

産業雇用 
総合振興課 

 

 

商工振興課 

 

観光振興課 

 

 

 

 

 

管理課 

 

 

 

 

 

土木課 

 

 

 

 

 

 

普及推進 
　・料金課 

 

 

 

水道整備課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道整備課 

 

 

下水道整備課 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

社会教育課 

 

 

監査委員事務局 

 

峰山消防署 

 

総務課 

 

 

峰山消防署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長 

産業雇用総合振興課 

弥栄病院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久美浜病院 
 
 
 

網野みなみ 
保育所 

浅茂川保育所 
たちばな保育所 
丹後保育所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下宇川保育所 
 
 
 
 
 
上宇川保育所 
 
鳥取保育所 
黒部保育所 
 
溝谷保育所 
 
 
吉野保育所 
久美浜保育所 
 
湊保育所 
神野保育所 
 
こうりゅう 
保育所 

峰山保育所 
 
吉原保育所 
 
五箇保育所 
 
長岡保育所 
新山保育所 
 
丹波保育所 
 
口大野保育所 
 
大宮南保育所 
 
 
 
 
 
河辺保育所 
 
善王寺保育所 

学校・給食センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幼稚園 

農林水産環境部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
商工観光部 

商工観光部 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上下水道部 

上下水道部 
 
 
 
 
 
 
会計管理者 
教育委員会事務局 
 
 
 
 
 
 

消防本部 
 
 

消防本部 

間人診療所 

退  職（3月31日付け） 

人事異動（3月10日付け） 
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◎場　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上映開始…① 10：00　② 14：00　③ 18：30 
　　　　　（上映時間 ： 2時間10分） 
◎入場料…○一般　前売1,000円（当日1,300円） 
　　　　　○高校生以下　前売 ・ 当日 800円 
　　　　　○シニア（60歳以上）   前売1,000円（当日1,100円） 
　　　　　　※要証明 
◎主　催…（財）京都府丹後文化事業団 
 

◎場　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上映開始…① 10：00　② 14：00　③ 18：30 
　　　　　（上映時間 ： 2時間11分） 
◎入場料…○一般　前売1,200円（当日1,500円） 
　　　　　○高校生以下　前売 ・ 当日 800円 
　　　　　○シニア（60歳以上）  前売 ・ 当日1,000円 
　　　　　　※要証明 
◎主　催…（財）京都府丹後文化事業団 
 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ先  蕁 62-5200

丹後映画大好き劇場NO.18 　丹後映画大好き劇場NO.19「おくりびと」 「おくりびと」 「 余 命 」 「 余 命 」 

地図を見ながら入念に打ち合わせをする猟友会のみなさん 

　17歳の一ノ瀬真理子は、高校生としての日々
が明日も続くことに何の疑いも持っていなかった。
しかし、秋の文化祭を終え、その余韻の中でとっ
た仮眠から、25年という時を飛び越え、42歳の
桜木真理子として目覚めることとなる。42歳の
彼女は、夫と 17歳の娘を持つ高校教師だった。
突然の自分自身の大きな変化に戸惑い、混乱し、
容赦ない現実の姿に愕然としながらも、彼女は常
に真摯な姿勢を貫こうとしていく。 
　時と人をテーマとした三部作のうちの第一作で
あり、「ターン」、「リセット」と続く2冊もまた
おもしろく読みましたが、特にこの「スキップ」は、
主人公の心の揺れに同じ時代を生きた者として共
感し、その生き方の清々しさ、いくつかの印象的
な文章と情景が残り、初めて読んだ時から何年も
たちますが、何度も手に取る1冊となっています。 ※休館日は、４月 10日以降から次号発行日の

５月８日までを掲載しています。 

13日（月） ・ 20日（月） ・ 27日（月） 

４月の休館日 

１日（金） ・ ６日（水） 

５月の休館日 

　市立図書館では、図書や雑誌だけでなくいろいろ

な資料を楽しんでいただくため、峰山図書館・あみ

の図書館で所蔵しているＣＤとカセットブックの貸

し出しをはじめました。（峰山図書館所蔵のカセット

ブックは、これまで貸し出しをしていたものです） 

　現在、両館の所蔵資料数は合計約500点。カセッ

トブックは、文学・詩などの朗読、ＣＤは、朗読・

落語などのほか、クラシック・映画・子どもの歌・

民謡などの音楽もあります。 

☆市内のどの市立図書館（室）からも予約や取り寄
せができます。 
☆１枚のカードで２点まで、２週間借りられます。 
☆図書や雑誌と違ってＣＤ・カセットブックは破損
しやすいため、返却ポストへは入れずに、必ず、
借りた図書館（室）のカウンターへお返しください。 
☆題名などはインターネットでも検索できますが、
各図書館（室）にリストを備えていますので、お
気軽に図書館(室 )へお尋ねください。 

〈蔵書点検のため臨時休館〉 
峰山図書館 4月13日（月）～15日（水） 
丹後・久美浜図書室 4月14日（火）～15日（水） 

４月から 
ＣＤやカセットブックの 
貸し出しをはじめました 

４月から 
ＣＤやカセットブックの 
貸し出しをはじめました 

４月から 
ＣＤやカセットブックの 
貸し出しをはじめました 

北  村　薫／著（新潮社） 

峰山町　50代女性 

雑誌コーナーの 
スペースを広げました 
雑誌コーナーの 
スペースを広げました 
雑誌コーナーの 
スペースを広げました 

峰山図書館 峰山図書館 峰山図書館 

本の返却期間本の返却期間 本の返却期間 本の返却期間 

　峰山図書館では、窓側の雑誌コーナーのスペースを

広げ、最新号やバックナンバーの雑誌を手に取りゆっ

くりと見ていただけるようになりました。 

　ぜひご利用ください。 

①返却予定日までにご連絡ください。 
　（予定日を過ぎると延期できません） 
②その本については1回だけ延期できます。 
③その本に予約が入っている場合は延期できません。 
④次の返却予定日は、ご連絡いただいた日から2週
　間後になります。 

電話でも延期できます 電話でも延期できます 電話でも延期できます 
　「返却予定日が来るけどまだ読みきれていない」、「病

気や用事で図書館に行けない」などのとき、お電話で

も貸し出し期限を延期できます。 

4/26（日） 4/26（日） 
5/24（日） 5/24（日） 

 

　
近
年
、
農
作
物
に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
す
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣

を
捕
獲
し
よ
う
と
、
丹
後

二
市
二
町
・
京
都
府
・
丹

後
広
域
振
興
局
管
内
猟
友

会
支
部
で
編
成
し
た
「
広

域
捕
獲
隊
」
が
連
携
し
て

三
月
八
日
、
久
美
浜
町
栃

谷
か
ら
口
三
谷
間
の
山
中
で
、

京
丹
後
市
内
三
支
部
猟
友

会
の
会
員
の
か
た
二
十
八

人
が
銃
に
よ
る
一
斉
捕
獲

を
行
い
ま
し
た
。 

　 　
丹
後
二
市
二
町
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
な
ど
の
被
害
額
は
、
平
成
十
九
年
度

で
約
八
千
二
百
万
円
に
上
り
、
鳥
獣
被
害

を
防
止
す
る
こ
と
は
丹
後
地
域
の
共
通
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
一
斉
捕
獲
は
、
三
月
の
繁
殖
時

期
に
効
果
的
な
捕
獲
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

鳥
獣
の
繁
殖
を
抑
え
て
農
作
物
な
ど
の
被

害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
初
め

て
の
試
み
で
、
丹
後
二
市
二
町
で
広
域
的

に
実
施
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
午
前
と
午
後
の
二
回
、
爆
竹

で
シ
カ
を
追
い
出
し
、
待
ち
構
え
て
い
た

猟
友
会
の
か
た
が
銃
で
次
々
に
捕
獲
し
、

計
十
五
頭
の
シ
カ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。 

　
捕
獲
し
た
猟
友
会
の
か
た
は
「
思
っ
て

い
た
よ
り
多
く
の
シ
カ
が
捕
獲
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
少
し
で
も
農
作
物
の
被
害
が

防
止
で
き
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
こ
の
よ
う
に
効
果
的
な
一
斉
捕
獲
を

行
い
、
市
内
の
農
作
物
被
害
が
減
少
す
る

よ
う
計
画
的
な
鳥
獣
の
捕
獲
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

鳥獣被害防止へ 鳥獣被害防止へ 市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

「スキップ」 

前売券
 

好評発
売中!

前売券
 

好評発
売中!

第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 
第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 
第81回米国アカデミー賞　 
　　　　　外国語映画賞受賞 

上映日 

上映日 

一
人
の
女
性
の
生
き
様
を
通
し
て 

　
　
命
の
大
切
さ
と
尊
さ 

　
そ
し
て
生
き
る
こ
と
の 

　
　
　
素
晴
ら
し
さ
を
描
く
感
動
作 

一
人
の
女
性
の
生
き
様
を
通
し
て 

　
　
命
の
大
切
さ
と
尊
さ 

　
そ
し
て
生
き
る
こ
と
の 

　
　
　
素
晴
ら
し
さ
を
描
く
感
動
作 

丹
後
二
市
二
町
が
連
携
し
て 

　
　
　
　
　
シ
カ
の
一
斉
捕
獲 
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　男　　30,204人（－18） 
　女　　32,210人（－20） 
　計　　62,414人（－38） 
世帯数　22,086世帯（＋10） 
（3月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

稲
葉
本
家
（
久
美
浜
町
）
を
見
学 

ガ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
「
来
夢
」
で 

ガ
ラ
ス
細
工
づ
く
り 

堀
川
商
店
街
で
、
丹
後
の
魅
力
を
発
信 

「
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
　
ホ
ッ
と
丹
後
」 

　
京
丹
後
市
の
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
で
、堀
川
商
店
街（
京
都
市
上
京
区
）に

あ
る
「
ホ
ッ
と
丹
後
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
か
た
で
構
成
さ
れ
る

「
友
の
会
」
の
会
員
数
が
千
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念
し
、三
月
八
日
、

同
会
の
み
な
さ
ん
に
京
丹
後
の
魅
力（
食
材
、温
泉
、体
験
な
ど
）を
発
見

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
丹
後
の
魅
力
発
信
拠

点
と
し
て
、
平
成
十
九
年
七
月
に

特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
「
ホ
ッ
と
丹
後
」

（
譛
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
運
営
）
を
開
店
し
ま
し
た
。

丹
後
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、

京
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
紹
介
や

販
売
を
実
施
。
ま
た
、
同
店
を
拠

点
と
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
販
売
（
本

体
か
ら
離
れ
て
の
販
売
）
の
ほ
か
、

一
次
産
品
生
産
者
や
京
都
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
に
よ
る
、
生
鮮

野
菜
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
店
を
ご
利
用
い
た
だ

く
お
客
さ
ん
に
、
よ
り
京
丹
後
を

知
り
、
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
昨
年
一
月
、「
友
の
会
」

を
発
足
。
約
一
年
で
会
員
数
は
千

人
を
突
破
す
る
な
ど
、
京
丹
後
の

フ
ァ
ン
の
か
た
が
京
都
市
内
で
着

実
に
増
え
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
こ
れ
を
記
念

し
譛
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
が
主
催
で
開
催
。
昨
年
に

引
き
続
き
二
十
人
程
度
を
定
員
と

し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
（
企
画
・
京

丹
後
市
観
光
協
会
）
と
し
、
店
頭

募
集
に
よ
り
先
着
順
締
め
切
り
で

二
十
一
人
が
参
加
さ
れ
、
久
美
浜

町
を
中
心
と
し
た
丹
後
の
魅
力
を

満
喫
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
加
茂

正
昭
さ
ん
・
信
代
さ
ん
ご
夫
妻
は

「
京
丹
後
は
、
何
と
い
っ
て
も
人
と

地
域
が
素
朴
で
、
癒
し
が
あ
る
。

そ
こ
が
一
番
の
魅
力
。
地
場
産
品

を
活
用
し
た
体
験
に
も
興
味
が
あ

る
し
、
た
く
さ
ん
の
温
泉
施
設
に

も
行
き
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
来

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

（京都市上京区） （京都市上京区） （京都市上京区） 


